
毎
日
の
祈
り

. 毎
ま い

日
に ち

の祈
い の

り

* お告
つ

げの祈
いの

り
先
せんしょう

唱	 主
しゅ

のみ使
つか

いのお告
つ

げを受
う

けて、
一
いち

同
どう

	 マリアは聖
せい

霊
れい

によって神
かみ

の御
おん

子
こ

をやどされた。
─	アヴェ・マリアの祈

いの

り	─

先唱	 わたしは主
しゅ

のはしため、
一同	 おことばどおりになりますように。

─	アヴェ・マリアの祈
いの

り	─

先唱	 みことばは人
ひと

となり、
一同	 わたしたちのうちに住

す

まわれた。
─	アヴェ・マリアの祈

いの

り	─

先唱	 神
かみ

の母
はは

聖
せい

マリア、
	 わたしたちのために祈

いの

ってください。
一同	 キリストの約

やく

束
そく

にかなうものとなりますように。
先唱	 祈

いの

りましょう。
	 神

かみ

よ、み使
つか

いのお告
つ

げによって、
	 御

おん

子
こ

が人
ひと

となられたことを知
し

ったわたしたちが、
	 キリストの受

じゅ

難
なん

と十
じゅう

字
じ

架
か

を通
とお

して
4



毎
日
の
祈
り

	 復
ふっ

活
かつ

の栄
えい

光
こう

に達
たっ

することができるよう、
	 恵

めぐ

みを注
そそ

いでください。
	 わたしたちの主

しゅ

イエス・キリストによって。
一同	 アーメン。

* アレルヤの祈
いの

り
先
せんしょう

唱	 神
かみ

の母
はは

聖
せい

マリア、お喜
よろこ

びください。アレルヤ。
一
いち

同
どう

	 あなたにやどられた方
かた

は。アレルヤ。
先唱	 おことばどおりに復

ふっ

活
かつ

されました。アレルヤ。
一同	 わたしたちのためにお祈

いの

りください。アレルヤ。
先唱	 聖

せい

マリア、お喜
よろこ

びください。アレルヤ。
一同	 主

しゅ

はまことに復
ふっ

活
かつ

されました。アレルヤ。
先唱	 祈

いの

りましょう。
	 神

かみ

よ、あなたは御
おん

子
こ

キリストの復
ふっ

活
かつ

によって、
	 世

せ

界
かい

に喜
よろこ

びをお与
あた

えになりました。
	 キリストの母

はは

、聖
せい

マリアにならい、
	 わたしたちも永

えい

遠
えん

のいのちの喜
よろこ

びを
	 得

え

ることができますように。
	 わたしたちの主

しゅ

イエス・キリストによって。
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毎
日
の
祈
り

一同	 アーメン。

* 黙
もく

想
そう

前
まえ

の祈
いの

り
先
せんしょう

唱	 父
ちち

と子
こ

と聖
せい

霊
れい

とのみ名
な

によって。
一
いち

同
どう

	 アーメン。
先唱	 聖

せい

霊
れい

、来
き

てください。
一同	 あなたの光

ひかり

の輝
かがや

きで、
	 わたしたちを照

て

らしてください。
	 貧

まず

しい人
ひと

の父
ちち

、心
こころ

の光
ひかり

、
	 あかしの力

ちから

をそそぐ方
かた

。
	 やさしい心

こころ

の友
とも

、さわやかな憩
いこ

い、
	 ゆるぐことのないよりどころ。
	 苦

くる

しむときの励
はげ

まし、暑
あつ

さのやすらい、
	 うれいのときの慰

なぐさ

め。
	 恵

めぐ

みあふれる光
ひかり

、
	 信

しん

じるものの心
こころ

を満
み

たす光
ひかり

よ。
	 あなたの助

たす

けがなければ、
	 すべてははかなく消

き

えてゆき、
	 だれも清

きよ

く生
い

きてはゆけない。
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毎
日
の
祈
り

	 汚
けが

れたものを清
きよ

め、すさみを潤
うるお

し、
	 受

う

けた痛
いた

手
で

をいやすかた。
	 かたい心

こころ

をやわらげ、冷
つめ

たさをあたため、
	 乱

みだ

れた心
こころ

をただすかた。
	 あなたのことばを信

しん

じて
	 より頼

たの

む者
もの

に、尊
とうと

い力
ちから

を授
さず

ける方
かた

。
	 あなたはわたしの支

ささ

え、
	 恵

めぐ

みの力
ちから

で救
すく

いの道
みち

を歩
あゆ

み続
つづ

け、
	 終

お

わりなく喜
よろこ

ぶことができますように。
	 アーメン。
先唱	 聖

せい

霊
れい

、来
き

てください。
一同	 信

しん

じる人
ひと

の心
こころ

を満
み

たし、
	 あなたの愛

あい

の火
ひ

を燃
も

やしてください。
先唱	 祈

いの

りましょう。
	 神

かみ

よ、あなたは聖
せい

霊
れい

の光
ひかり

によって、
	 信

しん

じる人
ひと

びとの心
こころ

を照
て

らしてくださいます。
	 聖

せい

霊
れい

のうちにあって、
	 わたしたちがあなたの真

しん

理
り

と愛
あい

を黙
もく

想
そう

し、
	 その慰

なぐさ

めによって、喜
よろこ

びに満
み

たされますように。
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毎
日
の
祈
り

	 主
しゅ

キリストによって。
一同	 アーメン。
* 黙

もく

想
そう

後
ご

の祈
いの

り①　

　聖
せい

母
ぼ

への奉
ほう

献
けん

の祈
いの

り
先
せんしょう

唱	 神
かみ

のことばを聞
き

く人
ひと

は幸
さいわ

い。
一
いちどう

同	 日
ひ

々
び

、神
かみ

のことばによって生
い

きる人
ひと

は幸
さいわ

い。
先唱	 わたしたちが神

かみ

にささげられ、
	 若

わか

者
もの

への使
し

徒
と

職
しょく

に遣
つか

わされたことを
	 新

あら

たに自
じ

覚
かく

し、聖
せい

母
ぼ

を通
つう

じて
	 忠

ちゅう

誠
せい

の恵
めぐ

みを願
ねが

いましょう。
一同	 キリスト者

しゃ

の助
たす

け、教
きょう

会
かい

の母
はは

、
	 サレジオ会

かい

の創
そう

立
りつ

者
しゃ

、ささえである
	 清

きよ

く汚
けが

れないおとめマリアよ、
	 わたしたちはご保

ほ

護
ご

に身
み

をゆだね、
	 サレジオ会

かい

員
いん

たる召
め

し出
だ

しに忠
ちゅう

実
じつ

であること、
	 つねに、神

かみ

の栄
えい

光
こう

と人
ひと

びとの救
すく

いのために
	 働

はたら

くことを約
やく

束
そく

いたします。
	 あなたのとりなしに信

しん

頼
らい

し、
	 教

きょう

会
かい

とわたしたちの修
しゅう

道
どう

会
かい

、
8



毎
日
の
祈
り

	 サレジオ家
か

族
ぞく

、若
わか

者
もの

たち、
	 とりわけ窮

きゅう

乏
ぼう

のうちにある若
わか

者
もの

のため、
	 さらにキリストにあがなわれたすべての
	 人

ひと

びとのために祈
いの

ります。
先唱	 ドン・ボスコを教

おし

え導
みちび

かれた聖
せい

母
ぼ

よ、
一同							わたしたちに彼

かれ

の生
い

き方
かた

を教
おし

えてください。
	 ことに神

かみ

との一
いっ

致
ち

、清
きよ

さ、謙
けん

遜
そん

、貧
まず

しさ、	
	 おしみない活

かつ

動
どう

、節
せっ

制
せい

、
	 ことごとく自

じ

分
ぶん

を与
あた

え尽
つ

くす愛
あい

徳
とく

、
	 教

きょう

皇
こう

と教
きょう

会
かい

の牧
ぼく

者
しゃ

への忠
ちゅう

誠
せい

を、
	 学

まな

ばせてください。
先唱	 キリスト者

しゃ

の助
たす

けなるマリアよ、
一同	 わたしたちが生

しょう

涯
がい

、信
しん

仰
こう

と広
ひろ

い心
こころ

で
	 神

かみ

に仕
つか

えることができるよう
	 取

と

りはからってください。
	 おん父

ちち

のもとで味
あじ

わう永
えい

遠
えん

の喜
よろこ

びに、
	 つねに心

こころ

を向
む

けることができますように。
先唱	 キリスト者

しゃ

の助
たす

けなる聖
せい

マリア、
一同	 わたしたちのためにお祈

いの

りください。
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毎
日
の
祈
り

* 黙
もく

想
そう

後
ご

の祈
いの

り②
　神

かみ

に委
い

託
たく

する祈
いの

り
先
せんしょう

唱	 主
しゅ

よ、あなたは永
えい

遠
えん

のいのちの言
こと

葉
ば

。
一
いち

同
どう

	 あなたをおいて、だれのところに行
い

きましょう。
先唱	 わたしたちの父

ちち

であり、
	 模

も

範
はん

である聖
せい

ヨハネ・ボスコを思
おも

い起
お

こし、
	 主

しゅ

に対
たい

するわたしたちの奉
ほう

献
けん

を
	 新

あら

たにいたしま	 しょう。
一同	 父

ちち

なる神
かみ

よ、
	 あなたは誠

せい

実
じつ

、完
かん

全
ぜん

、無
む

償
しょう

の愛
あい

であり
	 愛

あい

の計
けい

画
かく

を実
じつ

現
げん

させるため、
	 つねに人

ひと

びとを役
やく

立
だ

てるよう決
き

められました。
	 救

すく

いの歴
れき

史
し

を通
とお

して、
	 アブラハム、モーセ、マリア、ヨセフ、
	 使

し

徒
と

たち、キリストを信
しん

じる人
ひと

びと、
	 そして、全

ぜんきょうかい

教会は
	 あなたの招

まね

きに自
じ

由
ゆう

にこたえ、
	 世

よ

の救
すく

いのため、あなたの協
きょう

力
りょく

者
しゃ

となったの	
	 です。
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毎
日
の
祈
り

	 あなたが召
め

された聖
せい

ヨハネ・ボスコも、
	 若

わか

者
もの

のためにすべてをささげ尽
つ

くしました。
	 サレジオ家

か

族
ぞく

において
	 ドン・ボスコの使

し

命
めい

を受
う

け継
つ

ぐため、
	 あなたはわたしたちをも
	 招

まね

いてくださったのです。
	 この召

しょう

命
めい

を、主
しゅ

よ、感
かん

謝
しゃ

いたします。
	 わたしたちがみずからの奉

ほう

献
けん

に忠
ちゅう

実
じつ

であり、
	 利

り

己
こ

主
しゅ

義
ぎ

から解
かい

放
ほう

され、現
げん

代
だい

の若
わか

者
もの

にとって
	 生

い

けるドン・ボスコとなれるよう、
	 あなたの霊

れい

を与
あた

えてください。
	 わたしたちの主

しゅ

イエス・キリストによって。
	 アーメン。

* 霊
れい

的
てき

読
どく

書
しょ

前
まえ

の祈
いの

り
先
せんしょう

唱	 父
ちち

と子
こ

と聖
せい

霊
れい

のみ名
な

によって。
一
いち

同
どう

	 アーメン。
先唱	 聖

せい

霊
れい

来
き

てください。
一同	 信

しん

じる人
ひと

の心
こころ

を満
み

たし、
11



毎
日
の
祈
り

　　　あなたの愛
あい

の火
ひ

を燃
も

やしてください。
先唱	 祈

いの

りましょう。
	 神

かみ

よ、あなたは聖
せい

霊
れい

の光
ひかり

によって、
	 信

しん

じる人
ひと

びとの心
こころ

を照
て

らしてくださいます。
	 聖

せい

霊
れい

のうちにあって、
	 わたしたちがあなたの真

しん

理
り

と愛
あい

をさとり、
	 その慰

なぐさ

めによって、
	 喜

よろこ

びに満
み

たされますように
	 主

しゅ

キリストによって。
一同	 アーメン。
* 霊

れい

的
てき

読
どく

書
しょ

後
ご

の祈
いの

り
先
せんしょう

唱	 主
しゅ

よ、わたしたちをかえりみてください。
一
いち

同
どう

	 神
かみ

に感
かん

謝
しゃ

。
先唱	 主

しゅ

よ、あなたは聖
せい

ヨハネ・ボスコを
	 わたしたちの父

ちち

、わたしたちの師
し

としてくだ	
	 さいました。
一同	 わたしたちが聖

せい

ヨハネ・ボスコのように
	 あなたの愛

あい

を若
わか

者
もの

たちにあかしし、
	 広

ひろ

めていくものとなれますように。
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毎
日
の
祈
り

先唱	 主
しゅ

よ、あなたの恵
めぐ

みをくだして、
	 わたしたちの活

かつ

動
どう

を実
みの

らせてください。
一同	 わたしたちが
	 聖

せい

フランシスコ・サレジオの熱
ねつ

烈
れつ

で、
	 品

ひん

位
い

ある愛
あい

徳
とく

にならうことができますように。
先唱	 主

しゅ

よ、多
おお

くの若
わか

者
もの

たちが、
	 あなたの招

まね

きの声
こえ

に寛
かん

大
だい

にこたえるよう、
	 彼

かれ

らをうながしてください。
一同	 わたしたちの修

しゅうどうかい

道会が、
	 救

すく

いの使
し

命
めい

を果
は

たし続
つづ

けていけますように。
先唱	 主

しゅ

よ、苦
くる

しんでいるわたしたちの兄
きょう

弟
だい

、
	 とりわけ、信

しん

仰
こう

のために患
かん

難
なん

を忍
しの

んでいる
	 兄

きょう

弟
だい

を慰
なぐさ

めてください。
一同	 彼

かれ

らをあらゆる苦
くる

しみから解
かい

放
ほう

してください。
先唱	 祈

いの

りましょう。
	 神

かみ

よ、あなたに従
したが

い、
	 若

わか

者
もの

たちの救
すく

いのために働
はたら

くよう、
	 あなたはわたしたちを招

まね

いてくださいました。
	 わたしたちが、ささげられ、
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毎
日
の
祈
り

	 遣
つか

わされたものであるこの身
み

分
ぶん

に、
	 生

しょう

涯
がい

、信
しん

仰
こう

をもって
	 踏

ふ

みとどまることができますように。
一同	 アーメン。
* 召
しょう

命
めい

を求
もと

める祈
いの

り（共
きょう

同
どう

祈
き

願
がん

の意
い

向
こう

に加
くわ

える）
(1)いつくしみ深

ふか

い父
ちち

よ。
刈
か

り入
い

れは多
おお

いが働
はたら

く人
ひと

の少
すく

ない現
げん

代
だい

世
せ

界
かい

の中
なか

で、キ
リストの手

て

足
あし

となって働
はたら

く人
ひと

びとをお送
おく

りください。多
くの若

わかもの

者があなたの呼
よ

びかけに気
き

づき、寛
かん

大
だい

に応
こた

え
ていくことができますように。
(2)救

すく

いの計
けい

画
かく

に協
きょう

力
りょく

するよう、わたしたちをお選
えら

び
くださった父

ちち

よ。
わたしたちが修

しゅう

道
どう

召
しょう

命
めい

を発
はっ

見
けん

し、育
そだ

てていくために、
家
か

庭
てい

の雰
ふん

囲
い

気
き

に満
み

ちた信
しん

仰
こう

共
きょう

同
どう

体
たい

を作
つく

り、ドン・ボ
スコの精

せい

神
しん

にそった教
きょう

育
いく

・司
し

牧
ぼく

・祈
いの

りを実
じっ

践
せん

すること
ができるよう、必

ひつ

要
よう

な力
ちから

を与
あた

えてください。
(3)忠

ちゅう

実
じつ

に約
やく

束
そく

を守
まも

ってくださる父
ちち

なる神
かみ

よ。
忠

ちゅう

実
じつ

に約
やく

束
そく

を守
まも

ってくださる父
ちち

なる神
かみ

に希
き

望
ぼう

をもって
祈
いの

ります。殉
じゅん

教
きょう

者
しゃ

によって種
たね

をまかれた日
に

本
ほん

の教
きょう

会
かい

が、
14



毎
日
の
祈
り

現
げん

代
だい

世
せ

界
かい

の新
あたら

しい世
せ

代
だい

に引
ひ

き継
つ

がれ、キリストの愛
あい

を力
ちから

強
づよ

く伝
つた

えていくことができますように。
(4)いつもともにいて喜

よろこ

びを分
わ

け与
あた

えてくださる聖
せい

霊
れい

よ。
この世

よ

の虜
とりこ

にならず、現
げん

代
だい

の必
ひつ

要
よう

に応
こた

える魅
み

力
りょく

あふれ
る司

し

祭
さい

・修
しゅう

道
どう

士
し

を、わたしたちにお与
あた

えください。
急

きゅう

速
そく

な社
しゃ

会
かい

の変
へん

化
か

の中
なか

にあっても、若
わか

者
もの

たちが召
しょう

命
めい

の道
みち

にあこがれ、自
みずか

らの青
せい

春
しゅん

と生
しょう

涯
がい

を捧
ささ

げて、神
かみ

と隣
りん

人
じん

に仕
つか

えることができるよう、あなたの光
ひかり

で彼
かれ

らを照
て

らし、導
みちび

いてください。
(5)「謙

けん

遜
そん

で、強
つよ

く、たくましい人
ひと

になりなさい」と、
幼
おさな

いヨハネに諭
さと

された扶
ふ

助
じょ

者
しゃ

聖
せい

マリアよ。
あなたが示

しめ

された使
し

命
めい

を継
つ

ぐ若
わか

者
もの

が、わたしたちに
与
あた

えられるよう、主
しゅ

に取
と

り次
つ

いでください。
(6)青

せい

少
しょう

年
ねん

の永
えい

遠
えん

の救
すく

いのみを求
もと

めたドン・ボスコよ。
Da	mihi	animas,	coetera	tolleの精

せい

神
しん

で働
はたら

く熱
ねつ

意
い

を、わ
たしたちのために主

しゅ

と聖
せい

母
ぼ

に取
と

り次
つ

いでください。わ
たしたちがあなたにならい、若

わか

者
もの

のために、時
じ

間
かん

も
才
さい

能
のう

も惜
お

しみなく与
あた

え、ドン・ボスコの跡
あと

を継
つ

ぐ寛
かん

大
だい

な召
しょう

命
めい

が与
あた

えられますように。
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祈
り

. 毎
ま い

月
つ き

の祈
い の

り
* チマッティ神

しん

父
ぷ

の列
れっ

福
ぷく

を求
もと

める祈
いの

り
先
せんしょう

唱	 心
こころ

の柔
にゅう

和
わ

、謙
けん

遜
そん

なイエスよ、
一
いち

同
どう

	 あなたは忠
ちゅう

実
じつ

に神
かみ

に仕
つか

えた
	 チマッティ神

しん

父
ぷ

を通
とお

して、
	 おん父

ちち

のわたしたちに対
たい

する愛
あい

を
	 示

しめ

してくださいました。
	 わたしたちも師

し

の模
も

範
はん

にならい
	 聖

せい

なる喜
よろこ

びに生
い

き、
	 日

ひ

々
び

の務
つと

めを誠
せい

実
じつ

に果
は

たし、
	 祈

いの

りと愛
あい

による相
そう

互
ご

の一
いっ

致
ち

、
	 また、あなたとの一

いっ

致
ち

に、
	 励

はげ

むことができますように。
（沈

ちん

黙
もく

のうちに祈
いの

る。他
ほか

の意
い

向
こう

を加
くわ

えることもできる）

先唱	 あなたの母
はは

であり、
一同	 わたしたちの助

たす

け、
	 導

みちび

き手
て

である聖
せい

母
ぼ

の取
と

り次
つ

ぎによって、
	 チマッティ神

しん

父
ぷ

の列
れっ

福
ぷく

を早
はや

めてください。
	 アーメン。

17



毎
月
の
祈
り

* 聖
せい

ヨハネ・ボスコへの祈
いの

り
聖
せい

ヨハネ・ボスコ、	
あなたは主

しゅ

イエスの愛
あい

といつくしみにならい、	
助
たす

けを必
ひつ

要
よう

とする青
せい

少
しょう

年
ねん

と共
とも

に生
い

き、	
夢
ゆめ

と希
き

望
ぼう

を与
あた

えられました。
わたしたちにも、温

あたた

かい愛
あい

と知
ち

恵
え

をもって	
生
い

きる喜
よろこ

びと力
ちから

を与
あた

えてください。	
聖
せい

母
ぼ

マリアのご保
ほ

護
ご

によって、
たくましさとおだやかな心

こころ

をもつことができるよう、
わたしたちのためにお祈

いの

りください。
アーメン。
* 扶

ふ

助
じょ

者
しゃ

聖
せい

マリアの祝
しゅく

福
ふく

　─	聖
せい

母
ぼ

の取
と

り次
つ

ぎによる神
かみ

の祝
しゅく

福
ふく

	─
先
せんしょう

唱	 わたしたちの助
たす

けは、
一
いち

同
どう

	 天
てん

と地
ち

を造
つく

られた神
かみ

のうちに。
先唱	 アヴェ・マリア、恵

めぐ

みに満
み

ちた方
かた

、
	 主

しゅ

はあなたとともにおられます。
	 あなたは女

おんな

のうちで祝
しゅく

福
ふく

され、
	 ご胎

たい

内
ない

の御
おん

子
こ

イエスも祝
しゅく

福
ふく

されています。
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一同	 神
かみ

の母
はは

聖
せい

マリア、
	 わたしたち罪

つみ

びとのために、
	 今

いま

も、死
し

を迎
むか

える時
とき

も、お祈
いの

りください。
	 アーメン。
先唱	 わたしたちの助

たす

けなる聖
せい

マリア、
一同	 わたしたちのためにお祈

いの

りください。
先唱	 祈

いの

りましょう。
	 いつくしみ深

ふか

い神
かみ

よ、あなたは聖
せい

霊
れい

を通
とお

して
	 御

おん

子
こ

のふさわしい住
す

まいとするため、
	 おとめマリアを選

えら

ばれました。
	 わたしたちもこの恵

めぐ

みを
	 喜

よろこ

びをもって思
おも

い起
お

こし、
	 すべての悪

あく

（と永
えい

遠
えん

の死
し

）から
	 解

かい

放
ほう

されますように。
	 わたしたちの主

しゅ

イエス・キリストによって。
一同	 アーメン。
先唱	 全

ぜん

能
のう

の神
かみ

、父
ちち

と子
こ

と聖
せい

霊
れい

の祝
しゅく

福
ふく

が皆
みな

さんの上
うえ

	 にくだり、常
つね

にとどまりますように。
一同	 アーメン。
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月
つき

の静
せい

修
しゅう

（よき死
し

の練
れん

習
しゅう

）

* 糾
きゅう

明
めい

前
まえ

の祈
いの

り
先
せんしょう

唱	 父
ちち

と子
こ

と聖
せい

霊
れい

のみ名
な

によって。
一
いち

同
どう

	 アーメン。
先唱	 聖

せい

霊
れい

、来
き

てください。
一同	 信

しん

じる人
ひと

の心
こころ

を満
み

たし、
　　　あなたの愛

あい

の火
ひ

を燃
も

やしてください。
先唱	 祈

いの

りましょう。
	 神

かみ

よ、あなたは聖
せい

霊
れい

の光
ひかり

によって、
	 信

しん

じる人
ひと

びとの心
こころ

を照
て

らしてくださいます。
	 聖

せい

霊
れい

のうちにあって、
	 わたしたちがあなたの真

しん

理
り

と愛
あい

をさとり、
	 その慰

なぐさ

めによって、
	 喜

よろこ

びに満
み

たされますように。
	 主

しゅ

キリストによって。
一同	 アーメン。
先唱	 神

かみ

のみ前
まえ

に身
み

を置
お

き、その恵
めぐ

みを感
かん

謝
しゃ

し、
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	 わたしたちの欠
けっ

点
てん

を知
し

り、
	 おん助

たす

けによって、
	 これをなおす恵

めぐ

みを祈
いの

り求
もと

めましょう。
─	沈

ちん

黙
もく

のうちに良
りょう

心
しん

の糾
きゅう

明
めい

	─

* 回
かい

心
しん

への呼
よ

びかけ　その１
「サレジオ会

かい

員
いん

は各
かく

自
じ

、自
じ

分
ぶん

の養
よう

成
せい

の責
せき

任
にん

を負
お

う。各
かく

自
じ

は聖
せい

霊
れい

に素
す

直
なお

に従
したが

い、絶
た

えず回
かい

心
しん

と刷
さっ

新
しん

に努
つと

め、……
自
じ

分
ぶん

の素
そ

質
しつ

と恩
おん

恵
けい

の賜
たま

物
もの

を成
せい

長
ちょう

発
はっ

展
てん

させていく」
（会

かい

憲
けん

第
だい

99条
じょう

）

「ゆるしの秘
ひ

跡
せき

は、会
かい

員
いん

一
ひと

人
り

ひとりと共
きょう

同
どう

体
たい

全
ぜん

体
たい

が行
おこな

う回
かい

心
しん

への努
ど

力
りょく

を完
かん

成
せい

させる」（会
かい

憲
けん

第
だい

90条
じょう

）

─	「霊
れい

的
てき

浅
せん

薄
ぱく

さ＝Superficialità	Spirituale」という状
じょう

態
たい

に甘
あま

んじていないだろうか。
─	自

じ

分
ぶん

の欠
けっ

点
てん

や弱
よわ

さに妥
だ

協
きょう

していないだろうか。
─	霊

れい

的
てき

生
せい

活
かつ

の妨
さまた

げとなる深
しん

刻
こく

な妥
だ

協
きょう

を許
ゆる

していない
だろうか。
─	静

せい

修
しゅう

や黙
もく

想
そう

で、どのような実
みの

りを得
え

ただろうか。
─	キリスト者

しゃ

としての生
い

き方
かた

や恵
めぐ

みの賜
たま

物
もの

を成
せい

長
ちょう

させ
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る聖
せい

霊
れい

に温
おん

順
じゅん

であるだろうか。
─	ゆるしの秘

ひ

跡
せき

に、しばしば信
しん

仰
こう

をもって、あずかっ
ているだろうか。
─	個

こ

人
じん

的
てき

な心
こころ

の糾
きゅう

明
めい

を忠
ちゅう

実
じつ

に行
おこな

っているだろうか。
・サレジオ会

かい

精
せい

神
しん

の中
ちゅう

心
しん

にある牧
ぼく

者
しゃ

の愛
あい

（会
かい

憲
けん

第
だい

10条
じょう

）

「ドン・ボスコは神
かみ

の霊
れい

感
かん

を受
う

けて独
どく

創
そう

的
てき

に生
い

き、そ
して働

はたら

き、その方
ほう

法
ほう

をわたしたちに伝
つた

えた。これがサ
レジオ会

かい

精
せい

神
しん

である。…それは、霊
れい

魂
こん

を求
もと

め、神
かみ

の
みに仕

つか

えさせる使
し

徒
と

的
てき

情
じょう

熱
ねつ

である」
─	司

し

牧
ぼく

的
てき

、使
し

徒
と

的
てき

情
じょう

熱
ねつ

が生
せい

活
かつ

の中
なか

に行
い

き渡
わた

っている
だろうか。
─	わたしにゆだねられたサレジオ会

かい

の使
し

命
めい

に、時
じ

間
かん

と力
ちから

を注
そそ

いでいるだろうか。
─	自

じ

分
ぶん

の好
この

みや安
あん

楽
らく

に、時
じ

間
かん

や能
のう

力
りょく

を浪
ろう

費
ひ

していな
いだろうか。
─	自

じ

分
ぶん

の教
きょう

育
いく

・司
し

牧
ぼく

の能
のう

力
りょく

を維
い

持
じ

・向
こう

上
じょう

させ、変
へん

化
か

に適
てき

応
おう

した知
ち

識
しき

を取
と

り入
い

れているだろうか。
・若

わか

者
もの

とともに（会
かい

憲
けん

第
だい

14条
じょう

）

「わたしたちの召
しょう

命
めい

は、青
せい

少
しょう

年
ねん

を優
ゆう

先
せん

する愛
あい

という神
かみ
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の特
とく

別
べつ

な賜
たま

物
もの

を特
とく

徴
ちょう

とする。「君
きみ

たちが若
わか

者
もの

だという
だけで、わたしは君

きみ

たちを熱
ねつ

愛
あい

する」。牧
ぼく

者
しゃ

の愛
あい

の表
ひょう

現
げん

であるこの愛
あい

情
じょう

が、わたしたちの生
せい

活
かつ

全
ぜん

体
たい

を意
い

味
み

づ
ける。青

せい

少
しょう

年
ねん

のため、わたしたちは時
じ

間
かん

、才
さい

能
のう

、健
けん

康
こう

を惜
お

しみなく提
てい

供
きょう

する。「わたしは君
きみ

たちのために
学
まな

び、君
きみ

たちのために働
はたら

き、君
きみ

たちのために生
い

き、君
きみ

たちのために命
いのち

さえ捨
す

てる覚
かく

悟
ご

がある」。
─	若

わか

者
もの

への愛
あい

が、わたしの生
せい

活
かつ

・人
じん

生
せい

全
ぜん

体
たい

に意
い

味
み

を
与
あた

えているだろうか。
─	自

じ

分
ぶん

の時
じ

間
かん

・能
のう

力
りょく

・健
けん

康
こう

を、若
わか

者
もの

に仕
つか

えるために
惜
お

しみなく注
そそ

いでいるだろうか。
─	心

こころ

を開
ひら

き、親
しん

切
せつ

な態
たい

度
ど

で、いつでも若
わか

者
もの

に会
あ

う用
よう

意
い

があるだろうか。
─	若

わか

者
もの

にとって、友
とも

・兄
あに

・父
ちち

となっているだろうか。
─	サレジオ会

かい

精
せい

神
しん

、慈
じ

愛
あい

を実
じっ

践
せん

しているだろうか。
─	困

こん

難
なん

に当
あ

たって失
しつ

望
ぼう

することはないだろうか。
─	喜

よろこ

びと楽
らっ

観
かん

的
てき

態
たい

度
ど

を広
ひろ

めているだろうか。
─	節

せっ

制
せい

によって自
じ

制
せい

心
しん

を強
つよ

め、内
ない

的
てき

平
へい

和
わ

が保
たも

たれて
いるだろうか。
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─	率
そっ

先
せん

して何
なに

かに取
と

り組
く

む姿
し

勢
せい

があるだろうか。
─	自

じ

分
ぶん

の仕
し

事
ごと

に対
たい

して評
ひょう

価
か

を行
おこな

っているだろうか。
─	わたしの父

ちち

・師
し

であるドン・ボスコについて学
まな

び、
倣
なら

うようにしているだろうか。
・兄

きょう

弟
だい

的
てき

・使
し

徒
と

的
てき

交
まじ

わり（会
かい

憲
けん

第
だい

49条
じょう

）

「ともに暮
く

らし、ともに働
はたら

くことは、わたしたちサレジ
オ会

かい

員
いん

にとって基
き

本
ほん

的
てき

な要
よう

求
きゅう

であり、…このため、わ
たしたちは共

きょう

同
どう

体
たい

を造
つく

って一
ひと

つになり、家
か

庭
てい

的
てき

精
せい

神
しん

を
もってすべてを分

わ

かち合
あ

うほど愛
あい

し合
あ

い、人
じん

格
かく

的
てき

な交
まじ

わりを生
う

み出
だ

す。」
─	共

きょう

同
どう

責
せき

任
にん

と共
きょう

同
どう

の精
せい

神
しん

をもって働
はたら

いているだろうか。
─	不

ふ

和
わ

や分
ぶん

裂
れつ

、嫉
しっ

妬
と

心
しん

や競
きょう

争
そう

意
い

識
しき

を避
さ

けているだろ
うか。
─	共

きょう

同
どう

体
たい

の中
なか

でイニシアティブを活
い

かしているか。
─	共

きょう

同
どう

体
たい

の中
なか

で家
か

庭
てい

的
てき

精
せい

神
しん

を活
い

かして貢
こう

献
けん

している
だろうか。
─	批

ひ

判
はん

したり不
ふ

平
へい

不
ふ

満
まん

を言
い

ったりするのを避
さ

けている　
だろうか。
─	人

ひと

をゆるし、和
わ

解
かい

のための歩
あゆ

みを踏
ふ

み出
だ

すように
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しているだろうか。
─	反

はん

感
かん

をもっている相
あい

手
て

や傷
きず

つけた相
あい

手
て

も受
う

け入
い

れ
ているだろうか。
─	管

かん

区
く

への帰
き

属
ぞく

意
い

識
しき

を育
はぐく

むようにしているだろうか。
─	小

しょう

教
きょう

区
く

および教
きょう

区
く

の生
せい

活
かつ

に参
さん

加
か

しているだろうか。
─	教

きょう

会
かい

的
てき

意
い

識
しき

をもって、教
きょう

会
かい

への愛
あい

を育
はぐく

むようにして
いるだろうか。
・従

じゅう

順
じゅん

の生
せい

活
かつ

（会
かい

憲
けん

第
だい

64条
じょう

）

「従
じゅう

順
じゅん

の誓
せい

願
がん

によってわたしたちは、神
かみ

に意
い

志
し

をささ
げ、……教

きょう

会
かい

と修
しゅう

道
どう

会
かい

において、キリストの従
じゅう

順
じゅん

を自
じ

分
ぶん

のものとして生
い

きる」
─	サレジオ会

かい

の家
か

庭
てい

的
てき

精
せい

神
しん

を生
い

きているだろうか。
─	晴

は

れやかな心
こころ

によるへりくだった従
じゅう

順
じゅん

を生
い

きている
だろうか。
─	自

じ

分
ぶん

の意
い

見
けん

が異
こと

なっていても、従
じゅう

順
じゅん

のうちに共
きょう

同
どう

責
せき

任
にん

と共
きょう

働
どう

の精
せい

神
しん

を培
つちか

うようにしているだろうか。
─	長

ちょう

上
じょう

のうちに神
かみ

のみ旨
むね

を、信
しん

仰
こう

をもって受
う

け入
い

れ
ているだろうか。
─	長

ちょう

上
じょう

との親
した

しみのこもった話
はな

し合
あ

いを「きわめて貴
き
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毎
月
の
祈
り

重
ちょう

なひととき」として、役
やく

立
だ

てているだろうか。
─	教

きょう

皇
こう

と司
し

教
きょう

たちが出
だ

す文
ぶん

書
しょ

や教
おし

えを知
し

り、それに
従
したが

う努
ど

力
りょく

をしているだろうか。
・清

せい

貧
ひん

の生
せい

活
かつ

（会
かい

憲
けん

第
だい

72条
じょう

）

「真
しん

の福
ふく

音
いん

的
てき

な生
せい

活
かつ

に招
まね

かれているわたしたちは、『貧
まず

しい状
じょう

態
たい

で生
う

まれ、赤
せき

貧
ひん

の一
いっ

生
しょう

を送
おく

り、十
じゅう

字
じ

架
か

の上
うえ

で衣
い

服
ふく

をはぎ取
と

られて死
し

んだ救
すく

い主
ぬし

』に従
したが

う道
みち

を選
えら

ぶ」
─	この世

よ

の富
とみ

に執
しゅう

着
ちゃく

せず、貧
まず

しい生
せい

活
かつ

をしているだろ
うか。
─	多

た

少
しょう

の不
ふ

便
べん

や苦
くる

しみを伴
ともな

ったとしても、清
せい

貧
ひん

の精
せい

神
しん

を実
じっ

践
せん

しているだろうか。
─	労

ろう

働
どう

の実
みの

り、賜
たま

物
もの

、能
のう

力
りょく

、エネルギー、経
けい

験
けん

を、
分
わ

かち合
あ

っているだろうか。
─	日

ひ

々
び

たゆみなく働
はたら

き、労
ろう

苦
く

して生
せい

活
かつ

する貧
まず

しい人
ひと

と
連
れん

帯
たい

しているだろうか。
・貞

てい

潔
けつ

の生
せい

活
かつ

（会
かい

憲
けん

第
だい

80条
じょう

）

「心
こころ

を分
わ

けることなく神
かみ

と兄
きょう

弟
だい

に向
む

かうため、福
ふく

音
いん

的
てき

に充
じゅう

実
じつ

したこの愛
あい

の形
けい

態
たい

を選
えら

んで、近
ちか

くからイエス・
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毎
月
の
祈
り

キリストに従
したが

う。」
─	神

かみ

と若
わか

者
もの

への愛
あい

をもって貞
てい

潔
けつ

の誓
せい

願
がん

を生
い

きているだ
ろうか。
─	この「特

とく

別
べつ

に意
い

味
み

ある徳
とく

、周
しゅう

囲
い

を照
て

らし、温
あたた

める
徳
とく

」をもって、若
わか

者
もの

を成
せい

熟
じゅく

した愛
あい

と清
きよ

さに導
みちび

いている
だろうか。
─	日

ひ

々
び

、忠
ちゅう

実
じつ

であることを要
よう

求
きゅう

する貞
てい

潔
けつ

に、必
ひつ

要
よう

な感
かん

覚
かく

の離
り

脱
だつ

と制
せい

御
ぎょ

を行
おこな

っているだろうか。
─	マスメディアを、慎

しん

重
ちょう

かつ賢
けん

明
めい

に用
もち

いているだろう
か。
─	自

し

然
ぜん

的
てき

手
しゅ

段
だん

を利
り

用
よう

して健
けん

康
こう

と精
せい

神
しん

の均
きん

衡
こう

を増
ぞう

進
しん

す
るように努

つと

めているだろうか。
─	超

ちょう

自
し

然
ぜん

的
てき

手
しゅ

段
だん

、祈
いの

りと秘
ひ

跡
せき

を有
ゆう

効
こう

に用
もち

いているだ
ろうか。
─	霊

れい

的
てき

指
し

導
どう

によって試
し

練
れん

や困
こん

難
なん

を克
こく

服
ふく

しているだろう　
か。
─	無

む

原
げん

罪
ざい

の聖
せい

マリアに、子
こ

としての信
しん

頼
らい

をもって祈
いの

っ
ているだろうか。
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毎
月
の
祈
り

・共
きょう

同
どう

体
たい

の典
てん

礼
れい

の祈
いの

り（会
かい

憲
けん

第
だい

87−89条
じょう

）

「神
かみ

のことばは、わたしたちが信
しん

仰
こう

をもって聴
き

くとき、
霊
れい

的
てき

生
せい

活
かつ

の源
げん

泉
せん

、祈
いの

りを養
やしな

う糧
かて

、出
で

来
き

事
ごと

の中
なか

に神
かみ

の
み旨

むね

を認
みと

める光
ひかり

、召
しょう

命
めい

を忠
ちゅう

実
じつ

に生
い

きる力
ちから

となる。」
─	祈

いの

りの生
せい

活
かつ

を養
やしな

うために、日
ひ

々
び

、聖
せい

書
しょ

を読
よ

んでい
るだろうか。
─	日

ひ

々
び

の感
かん

謝
しゃ

の祭
さい

儀
ぎ

が、活
かつ

動
どう

を照
て

らし導
みちび

く中
ちゅう

心
しん

となっ
ているだろうか。
─	たびたび聖

せい

体
たい

訪
ほう

問
もん

をしているだろうか。
─	典

てん

礼
れい

暦
れき

や主
しゅ

日
じつ

において祝
いわ

われる主
しゅ

なる神
かみ

の秘
ひ

義
ぎ

を、
積
せっ

極
きょく

的
てき

に生
い

きているだろうか。
─	共

きょう

同
どう

体
たい

の祈
いの

りに積
せっ

極
きょく

的
てき

に参
さん

加
か

しているだろうか。
・サレジオ会

かい

の信
しん

心
じん

（会
かい

憲
けん

第
だい

88−92条
じょう

）

「わたしたちは、聖
せい

母
ぼ

に対
たい

して子
こ

としての堅
けん

固
ご

な信
しん

仰
こう

を培
つちか

う。」
─	サレジオ会

かい

の使
し

徒
と

としてのわたしの生
せい

活
かつ

・生
しょう

涯
がい

に
おいて、神

かみ

の母
はは

は特
とく

別
べつ

な位
い

置
ち

を占
し

めているだろうか。
─	聖

せい

母
ぼ

に対
たい

して、子
こ

としての信
しん

心
じん

を育
はぐく

んでいるだろう
か。
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毎
月
の
祈
り

─	進
すす

んでロザリオを唱
とな

えているだろうか。

* 回
かい

心
しん

への呼
よ

びかけ　その２
１）聖

せい

性
せい

への招
まね

き
・個

こ

人
じん

の祈
いの

り（会
かい

憲
けん

第
だい

93条
じょう

）

キリスト者
しゃ

であるということは、キリストの死
し

と復
ふっ

活
かつ

の
神
しん

秘
ぴ

にあずかるものとされたということである。キリ
ストと教

きょう

会
かい

にこのように結
むす

ばれるのは、信
しん

仰
こう

と洗
せん

礼
れい

に
よる。わたしのキリスト者

しゃ

としての召
しょう

命
めい

は、わたしを
キリストの証

しょう

人
にん

とする。わたしは、自
じ

分
ぶん

のあらゆる言
こと

葉
ば

、行
こう

動
どう

、生
い

き方
かた

全
ぜん

体
たい

を通
とお

して、今
こん

日
にち

の世
せ

界
かい

にキリス
トをもたらさなければならない。
─	一

いち

日
にち

の間
あいだ

に、神
かみ

の子
こ

としての尊
そん

厳
げん

を、個
こ

人
じん

的
てき

に親
した

しく体
たい

験
けん

するような祈
いの

りと沈
ちん

黙
もく

の時
じ

間
かん

を十
じゅう

分
ぶん

にとってい
るだろうか。
─	観

かん

想
そう

を忠
ちゅう

実
じつ

に実
じっ

践
せん

しているだろうか。
─	生

い

き生
い

きとした典
てん

礼
れい

を行
おこな

うことへと導
みちび

く、神
かみ

との一
いっ

致
ち

を保
たも

っているだろうか。
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毎
月
の
祈
り

・賜
たま

物
もの

であり誓
せい

約
やく

であるもの

─	わたしがキリストに結
むす

ばれていることは賜
たま

物
もの

であり、
それは恵

めぐ

みへの忠
ちゅう

実
じつ

さによって常
つね

に新
あら

たにされる誓
せい

約
やく

を通
とお

して、成
せい

長
ちょう

し続
つづ

けなければならない。そして、教
きょう

会
かい

の生
せい

活
かつ

と使
し

命
めい

とに、より豊
ゆた

かにあずかることを通
とお

し
て。
─	このことをわたしは認

にん

識
しき

しているだろうか。
─	わたしは、自

じ

分
ぶん

が聖
せい

性
せい

に招
まね

かれていることを確
かく

信
しん

しているだろうか。「だから、あなたがたの天
てん

の父
ちち

が
完
かん

全
ぜん

であられるように、あなたがたも完
かん

全
ぜん

なものとな
りなさい」（マタイ5・48）というわたしたちの主

しゅ

の命
めい

令
れい

に
よって、また、「神

かみ

の御
み

心
こころ

は、あなたがたが聖
せい

なるも
のとなることです」（1テサロニケ4・3）という聖

せい

パウロの言
こと

葉
ば

によって。
・毎

まい

日
にち

、キリストとともに死
し

ぬこと

─	わたしにとって修
しゅう

道
どう

生
せい

活
かつ

が、洗
せん

礼
れい

の恵
めぐ

み、つまり、
キリストにおいて罪

つみ

に死
し

に、キリストとともに新
あたら

しい
命
いのち

に復
ふっ

活
かつ

することの完
かん

全
ぜん

な成
せい

長
ちょう

のための、最
さい

高
こう

の道
みち

であることを確
かく

信
しん

しているだろうか。
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毎
月
の
祈
り

─	これらすべてのことから、刷
さっ

新
しん

の道
みち

においてたゆま
ない努

ど

力
りょく

が求
もと

められていることをわたしは本
ほん

当
とう

に確
かく

信
しん

しているだろうか。
─	絶

た

えず回
かい

心
しん

することについては?
─	証

あか

しの使
し

命
めい

を果
は

たし、毎
まい

日
にち

、死
し

んで復
ふっ

活
かつ

する心
こころ

構
がま

えがあるだろうか。キリストと兄
きょう

弟
だい

たちに捧
ささ

げるべき
愛
あい

を裏
うら

切
ぎ

ることである罪
つみ

に、常
つね

に、ますます死
し

ぬ心
こころ

構
がま

えがあるだろうか。
─	罪

つみ

の傾
けい

向
こう

であるあらゆる自
じ

分
ぶん

への執
しゅう

着
ちゃく

に死
し

ぬこと
については?
─	自

じ

己
こ

中
ちゅう

心
しん

や肉
にく

欲
よく

については?
─	洗

せん

礼
れい

の恵
めぐ

みと修
しゅう

道
どう

召
しょう

命
めい

の生
い

き生
い

きとしたエネルギー
を、その最

さい

初
しょ

から息
いき

の根
ね

を止
と

めてしまうような、順
じゅん

応
のう

主
しゅ

義
ぎ

や妥
だ

協
きょう

については?
─	他

た

者
しゃ

への奉
ほう

仕
し

において自
じ

己
こ

を完
かん

全
ぜん

にキリストに捧
ささ

げることによって、わたしを聖
せい

化
か

するためにキリスト
が送

おく

られた霊
れい

への完
かん

全
ぜん

な温
おん

順
じゅん

によって、また、キリス
トの神

しん

秘
ぴ

体
たい

の成
せい

長
ちょう

へのわたしの責
せき

任
にん

を意
い

識
しき

することに
よって、わたしは毎

まい

日
にち

、新
あたら

しい命
いのち

に復
ふっ

活
かつ

する心
こころ

構
がま

えが
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毎
月
の
祈
り

あるだろうか。
─	キリスト者

しゃ

としての召
しょう

命
めい

と修
しゅう

道
どう

召
しょう

命
めい

を生
い

き、それに
一
いっ

致
ち

するために、憐
あわ

れみ深
ふか

い神
かみ

の助
たす

けに自
じ

分
ぶん

が全
まった

く
頼
たよ

らなければならないことを、認
にん

識
しき

しているだろうか。
─	わたしたちの主

しゅ

、神
かみ

である師
し

、あらゆる完
かん

徳
とく

の模
も

範
はん

であるイエス・キリストに、わたしはその助
たす

けを求
もと

めているだろうか。
─	最

もっと

も親
した

しく、わたしの聖
せい

性
せい

の命
いのち

の源
みなもと

である聖
せい

霊
れい

に、
わたしは毎

まい

日
にち

、祈
いの

っているだろうか。
─	わたしの助

たす

け、まことの母
はは

の心
こころ

をもってわたしのう
ちにキリストを形

かたち

作
づく

るために働
はたら

かれる無
む

原
げん

罪
ざい

の聖
せい

母
ぼ

マ
リアに、わたしは信

しん

頼
らい

をもって寄
よ

り頼
たの

んでいるだろう
か。

２）信
しん

仰
こう

、希
き

望
ぼう

、愛
あい

における生
せい

活
かつ

聖
せい

性
せい

は、希
き

望
ぼう

を呼
よ

び覚
さ

まし愛
あい

のうちに現
あらわ

れる、生
い

きた
信
しん

仰
こう

の上
うえ

に築
きず

かれる。
・信

しん

仰
こう

生
い

きた信
しん

仰
こう

は、神
かみ

のみ言
こと

葉
ば

への人
ひと

の信
しん

頼
らい

を込
こ

めた応
おう
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毎
月
の
祈
り

答
とう

である。歴
れき

史
し

と自
じ

己
こ

の人
じん

生
せい

のうちに見
み

られる神
かみ

の救
すく

いの計
けい

画
かく

を、ありのまま受
う

け入
い

れることである。
・わたしにとって生

い

きることはキリスト

─	わたしは、自
じ

分
ぶん

の感
かん

覚
かく

や理
り

性
せい

に明
めい

白
はく

なことだけを
認
みと

め、自
じ

分
ぶん

の生
せい

活
かつ

あるいは、人
じん

生
せい

における神
かみ

の現
げん

存
ぞん

や働
はたら

きを見
み

ずにいることはないだろうか。
─	イエス・キリストが完

かん

全
ぜん

にわたしの人
じん

生
せい

に入
はい

って来
こ

られたと言
い

うことができるだろうか。
─	わたしにとって生

い

きるということは、キリストである
と言

い

えるだろうか。
─	わたしはキリストを、本

ほん

当
とう

に自
じ

分
ぶん

の兄
きょう

弟
だい

、師
し

、人
じん

生
せい

の模
も

範
はん

と思
おも

っているだろうか。
─	わたしに関

かん

するキリストの憐
あわ

れみ深
ふか

いご計
けい

画
かく

を知
し

ろ
うと努

つと

め、それに従
したが

おうとしているだろうか。
─	それとも自

じ

分
ぶん

の計
けい

画
かく

や自
じ

分
ぶん

の意
い

志
し

に従
したが

っているだ
ろうか。
─	兄

きょう

弟
だい

会
かい

員
いん

や青
せい

少
しょう

年
ねん

を、キリストにおける兄
きょう

弟
だい

、聖
せい

霊
れい

の生
い

きた神
しん

殿
でん

と見
み

なしているだろうか。
─	長

ちょう

上
じょう

を、神
かみ

の代
だい

理
り

と見
み

なしているだろうか。
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毎
月
の
祈
り

─	人
じん

生
せい

の出
で

来
き

事
ごと

、修
しゅう

道
どう

院
いん

、会
かい

、教
きょう

会
かい

、世
せ

界
かい

について
のわたしの判

はん

断
だん

は、福
ふく

音
いん

の光
ひかり

に照
て

らされたものだろう
か。
─	イエス・キリストの考

かんが

え、行
おこな

い、意
い

志
し

を自
じ

分
ぶん

のもの
としたと言

い

えるだろうか。
・信

しん

仰
こう

は祈
いの

りに導
みちび

く。

─	わたしの信
しん

仰
こう

は、子
こ

としての自
し

然
ぜん

な祈
いの

りに現
あらわ

れてい
るだろうか。
─	わたしは、真

しん

の祈
いの

りの精
せい

神
しん

を持
も

っているだろうか。
それは何

なに

よりも、賛
さん

美
び

、礼
れい

拝
はい

、絶
た

えざる感
かん

謝
しゃ

、間
ま

断
だん

な
く神

かみ

に感
かん

謝
しゃ

を捧
ささ

げながら生
い

きるようにさせる霊
れい

である。
─	わたしは御

おん

子
こ

と一
いっ

致
ち

して、聖
せい

霊
れい

のうちに、御
おん

父
ちち

に
祈
いの

っているだろうか。
─	信

しん

仰
こう

を深
ふか

め養
やしな

うためにどんなことをしているだろう
か。
・信

しん

仰
こう

はみ言
こと

葉
ば

を聞
き

くことを通
とお

して与
あた

えられる

─	わたしは神
かみ

のみ言
こと

葉
ば

に耳
みみ

を傾
かたむ

けているだろうか。
─	わたしは、敬

けい

虔
けん

な信
しん

仰
こう

深
ぶか

い態
たい

度
ど

で、聖
せい

書
しょ

を常
つね

に読
よ

んでいるだろうか。
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毎
月
の
祈
り

─	わたしは啓
けい

示
じ

の源
みなもと

に立
た

ち返
かえ

って、自
じ

分
ぶん

の信
しん

心
じん

と活
かつ

動
どう

を養
やしな

っているだろうか。
─	信

しん

仰
こう

をもって教
きょう

会
かい

の典
てん

礼
れい

に参
さん

加
か

しているだろうか。
─	秘

ひ

跡
せき

について全
まった

く表
ひょう

面
めん

的
てき

な考
かんが

えしかなく、その力
ちから

を
無
む

効
こう

にしてしまう危
き

険
けん

を冒
おか

していないだろうか
─	わたしは、御

ご

聖
せい

体
たい

と典
てん

礼
れい

暦
れき

の祝
いわ

いを、自
じ

分
ぶん

の霊
れい

的
てき

生
せい

活
かつ

の中
ちゅう

心
しん

に置
お

いているだろうか。
・希

き

望
ぼう

生
い

きた信
しん

仰
こう

は、わたしたちのうちに希
き

望
ぼう

を呼
よ

び覚
さ

ます。
それは、キリストにおけるわたしたちの完

かん

全
ぜん

な勝
しょう

利
り

と、
それに続

つづ

く救
すく

いと幸
こう

福
ふく

についての、神
かみ

の約
やく

束
そく

に基
もと

づ
いた信

しん

頼
らい

のこもった確
かく

信
しん

である。
・永

えい

遠
えん

を見
み

つめる生
い

き方
かた

─	わたしの生
い

き方
かた

は、本
ほん

当
とう

にわたしの最
さい

終
しゅう

的
てき

な目
もく

標
ひょう

に向
む

けられているだろうか。
─	人

にん

間
げん

的
てき

な慰
なぐさ

めを身
み

の周
まわ

りに置
お

きたいという誘
ゆう

惑
わく

に
妥
だ

協
きょう

し、神
かみ

にしか本
ほん

当
とう

に癒
いや

すことのできない幸
こう

福
ふく

への
渇
かわ

きを、この世
よ

の便
べん

利
り

なものや楽
たの

しみによって癒
いや

そう
としてはいないだろうか。

35



毎
月
の
祈
り

─	わたしたちが皆
みな

、復
ふっ

活
かつ

されたキリストとともに、完
かん

全
ぜん

な喜
よろこ

びに生
い

きるために復
ふっ

活
かつ

するという確
かく

信
しん

が、神
かみ

の国
くに

の建
けん

設
せつ

のために働
はたら

き、地
ち

上
じょう

の巡
じゅん

礼
れい

の悲
かな

しみや困
こん

難
なん

を耐
た

えるために必
ひつ

要
よう

な力
ちから

と勇
ゆう

気
き

をわたしに与
あた

えてく
れているだろうか。
─	イエス・キリストとの一

いっ

致
ち

が、わたしの仕
し

事
ごと

と苦
くる

し
みを、わたし自

じ

身
しん

と教
きょう

会
かい

、そして全
ぜん

世
せ

界
かい

のための救
すく

い
と真

しん

の幸
こう

福
ふく

の源
みなもと

に変
へん

容
よう

させるということを、わたしは
いつも念

ねん

頭
とう

に置
お

いているだろうか。
・積

せっ

極
きょく

的
てき

な待
ま

つ姿
し

勢
せい

─	わたしは救
すく

いを神
かみ

にのみ求
もと

め、「栄
えい

光
こう

の希
き

望
ぼう

」で
あるキリストの再

さい

臨
りん

を待
ま

ち望
のぞ

みながら生
い

きているだろ
うか。
─	あるいは、ただこの世

よ

での義
ぎ

務
む

を逃
のが

れたり、より正
せい

義
ぎ

に適
かな

ったより人
にん

間
げん

らしい世
せ

界
かい

を築
きず

くための個
こ

人
じん

の責
せき

任
にん

を回
かい

避
ひ

したりしようとしてはいないだろうか。
─	救

すく

いの完
かん

成
せい

を待
ま

ち望
のぞ

みながら、わたしの兄
きょう

弟
だい

であ
るすべての人

ひと

と、自
じ

分
ぶん

が運
うん

命
めい

を共
とも

にしていると感
かん

じて
いるだろうか。
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毎
月
の
祈
り

・愛
あい

愛
あい

に生
い

きるということは、キリストが、御
おん

父
ちち

の栄
えい

光
こう

と
世
よ

の救
すく

いのためにご自
じ

分
ぶん

の命
いのち

を捧
ささ

げるほど、御
おん

父
ちち

と
わたしたちを愛

あい

されたように、わたしたちも神
かみ

と人
ひと

を
愛
あい

さなければならないということである。

3）キリストとともに復
ふっ

活
かつ

するために
・キリストにならって完

かん

全
ぜん

に献
けん

身
しん

すること

─	愛
あい

という最
さい

高
こう

の掟
おきて

・きずなをもつ教
きょう

会
かい

の一
いち

員
いん

として、
この世

よ

においてキリストの愛
あい

が目
め

に見
み

えるように、そ
れを継

けい

続
ぞく

する者
もの

にならなければならないことを、わた
しは心

こころ

に刻
きざ

んでいるだろうか。
─	キリストと人

ひと

々
びと

への愛
あい

のために、すべてを捧
ささ

げ犠
ぎ

牲
せい

にする心
こころ

構
がま

えがあるだろうか。
─	このような愛

あい

は、一
いち

時
じ

的
てき

な感
かん

情
じょう

と混
こん

同
どう

するべきで
はなく、自

じ

分
ぶん

の意
い

志
し

を常
つね

に神
かみ

のご意
い

志
し

に一
いっ

致
ち

させるこ
とのうちにあるということを、わたしは確

かく

信
しん

しているだ
ろうか。
─	神

かみ

と隣
りん

人
じん

に仕
つか

えるために、受
う

けたものであれ獲
かく

得
とく
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毎
月
の
祈
り

したものであれ、わたしのすべての賜
たま

物
もの

を差
さ

し出
だ

すべ
きだと、確

かく

信
しん

しているだろうか。
・いつでも仕

つか

える用
よう

意
い

のあること、分
わ

かち合
あ

い、一
いっ

致
ち

─	神
かみ

がくださったよいものを、心
こころ

を込
こ

めて兄
きょう

弟
だい

たちと
分
わ

かち合
あ

っているだろうか。
─	キリストの神

しん

秘
ぴ

体
たい

においてあらゆるものを公
こう

平
へい

に分
ぶん

配
ぱい

するべきであると考
かんが

え、そのために働
はたら

いているだろ
うか。
─	差

さ

し出
だ

すことのできるすべてのものをもって自
じ

分
ぶん

の
置
お

かれた場
ば

にとどまり、他
た

者
しゃ

に与
あた

える場
ば

合
あい

であろうと、
他
た

者
しゃ

から受
う

ける場
ば

合
あい

であろうと、最
さい

大
だい

限
げん

の寛
かん

大
だい

さを
もっていつでも仕

つか

える用
よう

意
い

があるだろうか。
─	キリストの神

しん

秘
ぴ

体
たい

における一
いっ

致
ち

は、行
こう

動
どう

における
一
いっ

致
ち

をも求
もと

めるということを信
しん

じているだろうか。
─	わたしは、真

しん

理
り

を見
み

据
す

えながら自
じ

己
こ

正
せい

当
とう

化
か

に陥
おちい

る
ことなく、愛

あい

の姿
し

勢
せい

をもって人
ひと

と対
たい

話
わ

することができる
だろうか。
─	兄

きょう

弟
だい

たちの救
すく

いのために、わたしの働
はたら

きを効
こう

果
か

的
てき

にするような手
しゅ

段
だん

や技
ぎ

術
じゅつ

について知
し

り、学
まな

んでいるだ
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毎
月
の
祈
り

ろうか。
・寛

かん

容
よう

なゆるしと理
り

解
かい

─	わたしは惜
お

しみなく人
ひと

をゆるし、恨
うら

みをとどめない
ようにしているだろうか。
─	好

こう

意
い

をもてない人
ひと

、わたしを理
り

解
かい

しない人
ひと

、わた
しに反

はん

対
たい

する人
ひと

、わたしをさげすんだり傷
きず

つけたりす
る人

ひと

のために祈
いの

っているだろうか。
─	そのような人

ひと

たちに対
たい

して、礼
れい

儀
ぎ

正
ただ

しく友
ゆう

好
こう

的
てき

に接
せっ

しているだろうか。
─	必

ひつ

要
よう

なときに彼
かれ

らを助
たす

けているだろうか。わたしは
見
み

せびらかすことなく、単
たん

純
じゅん

な心
こころ

や態
たい

度
ど

をもって与
あた

え
ているだろうか。
─	他

た

者
しゃ

に理
り

解
かい

を示
しめ

し、自
じ

分
ぶん

を相
あい

手
て

に合
あ

わせているだ
ろうか。
─	すべての人

ひと

に親
しん

切
せつ

、寛
かん

容
よう

に接
せっ

しているだろうか。
─	生

せい

活
かつ

・人
じん

生
せい

において、すべてを愛
あい

によって行
おこな

わな
ければならないと確

かく

信
しん

しているだろうか。
─	自

じ

己
こ

中
ちゅう

心
しん

が最
もっと

もひどい罪
つみ

であることを確
かく

信
しん

している
だろうか。
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毎
月
の
祈
り

─	そして「愛
あい

することのないものは、死
し

にとどまった
まま」（13ハネ3・146）であることを確

かく

信
しん

しているだろうか。
・すべての人

ひと

への愛
あい

─	わたしは本
ほん

当
とう

にすべての人
ひと

を心
こころ

を込
こ

めて愛
あい

してい
るだろうか。
─	家

か

族
ぞく

・国
くに

・会
かい

という枠
わく

を超
こ

えて、あらゆる階
かい

層
そう

・
人
じん

種
しゅ

・状
じょう

況
きょう

・国
くに

の人
ひと

を皆
みな

、愛
あい

しているだろうか。
─	わたしたちの主

しゅ

イエス・キリストを、深
ふか

く全
ぜん

面
めん

的
てき

に
愛
あい

していると言
い

えるだろうか。
─	キリスト者

しゃ

としての自
じ

分
ぶん

の生
せい

活
かつ

を、キリストとの友
ゆう

愛
あい

のきずなのうちに、常
つね

に成
せい

長
ちょう

することであると考
かんが

え
ているだろうか。
─	自

じ

分
ぶん

の道
どう

徳
とく

的
てき

な義
ぎ

務
む

や修
しゅう

道
どう

者
しゃ

としての義
ぎ

務
む

を、隷
れい

属
ぞく

的
てき

な恐
おそ

れや冷
つめ

たい律
ほう

法
りつ

主
しゅ

義
ぎ

によってではなく、真
しん

の
御
おん

父
ちち

の子
こ

としての精
せい

神
しん

をもって果
は

たしているだろうか。
4）サレジオ会

かい

的
てき

生
せい

活
かつ

─	わたしは自
じ

分
ぶん

のサレジオ会
かい

召
しょう

命
めい

に満
まん

足
ぞく

しているだ
ろうか。
─	生

しょう

涯
がい

、ドン・ボスコのもとに留
とど

まる決
けつ

意
い

があるだろ
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毎
月
の
祈
り

うか。
─	本

ほん

当
とう

にドン・ボスコについて知
し

っているだろうか。
─	わたしはドン・ボスコと、彼

かれ

の創
そう

立
りつ

した事
じ

業
ぎょう

が摂
せつ

理
り

によるものであることに信
しん

頼
らい

を置
お

いているだろうか。
─	わたしは彼

かれ

の貧
まず

しい息
むす

子
こ

の一
ひと

人
り

として、すべての
人
ひと

、特
とく

に青
せい

少
しょう

年
ねん

に仕
つか

えるものであることを幸
さいわ

いに思
おも

っ
ているだろうか。
─	わたしは会

かい

を愛
あい

しているだろうか。
─	わたしは会

かい

憲
けん

・会
かい

則
そく

と、父
ちち

ドン・ボスコの残
のこ

した
サレジオ家

か

族
ぞく

の伝
でん

統
とう

を大
たい

切
せつ

にしているだろうか。
─	神

かみ

と教
きょう

会
かい

から父
ちち

として与
あた

えられたドン・ボスコを愛
あい

し、彼
かれ

について研
けん

究
きゅう

し、彼
かれ

にならおうとしているだろ
うか。
─	真

しん

の霊
れい

による伝
でん

統
とう

を大
だい

事
じ

にしながら、霊
れい

を殺
ころ

してし
まう頑

かたくな

さを避
さ

けているだろうか。
─	新

あたら

しいものを、ただ新
あたら

しいからといって好
この

んでいる
ようなことはないだろうか。
─	ドン・ボスコに忠

ちゅう

実
じつ

でいるということを言
い

い訳
わけ

にし
　て、何

なに

もしないでいることはないだろうか。
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毎
月
の
祈
り

─	サレジオ会
かい

の伝
でん

統
とう

という名
な

のもとに、教
きょう

会
かい

にすぐ
に従

したが

わない傾
けい

向
こう

はないだろうか。
・わたしたちの霊

せい

性
れい

の中
ちゅう

心
しん

にある使
し

徒
と

的
てき

愛
あい

─	使
し

徒
と

的
てき

愛
あい

がわたしの生
せい

活
かつ

の中
ちゅう

心
しん

となっているだろう
か。
─	わたしはこの愛

あい

の源
みなもと

、すなわち御
おん

父
ちち

に遣
つか

わされた
イエス・キリストに立

た

ち返
かえ

っているだろうか。
─	わたしは、キリストとキリストの兄

きょう

弟
だい

たち、特
とく

に青
せい

少
しょう

年
ねん

と貧
まず

しい人
ひと

々
びと

への愛
あい

に燃
も

えているだろうか。
─	若

わか

者
もの

の幸
こう

福
ふく

のために奉
ほう

献
けん

されていることを、真
しん

に
認
にん

識
しき

しているだろうか。
─	たとえ自

じ

分
ぶん

の仕
し

事
ごと

が青
せい

少
しょう

年
ねん

を対
たい

象
しょう

としていなくても、
青
せい

少
しょう

年
ねん

への深
ふか

い愛
あい

を本
ほん

当
とう

に持
も

っているだろうか。
─	わたしは自

じ

分
ぶん

のすべての務
つと

めに、使
し

徒
と

として臨
のぞ

ん
でいるだろうか。
─	それとも単

たん

に教
きょう

職
しょく

、事
じ

務
む

職
しょく

などに雇
やと

われたものだ
と考

かんが

えているだろうか。
─	わたしの青

せい

少
しょう

年
ねん

とのやりとりは、道
どう

理
り

（権
けん

威
い

をたて
に取

と

ったり振
ふ

りかざしたりしない形
かたち

で）、信
しん

仰
こう

（自
し

然
ぜん

主
しゅ
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毎
月
の
祈
り

義
ぎ

に損
そこ

なわれていない信
しん

仰
こう

）、やさしさと友
ゆう

情
じょう

（感
かん

傷
しょう

に陥
おちい

っていないもの）という特
とく

徴
ちょう

を持
も

っているだろう
か。
─	青

せい

少
しょう

年
ねん

の救
すく

いが、わたしのなすすべてのことの原
げん

動
どう

力
りょく

となっているだろうか。あるいは、自
じ

分
ぶん

個
こ

人
じん

の安
あん

楽
らく

や冷
つめ

たい法
ほう

規
き

のうちにとどまっているだろうか。
・活

かつ

動
どう

と節
せっ

制
せい

修
しゅう

道
どう

者
しゃ

にとって、罪
つみ

を避
さ

け愛
あい

の完
かん

成
せい

において進
しん

歩
ぽ

する
ために、禁

きん

欲
よく

が絶
ぜっ

対
たい

に必
ひつ

要
よう

であることを確
かく

信
しん

しなけれ
ばならない。それは、イエス・キリストの次

つぎ

の言
こと

葉
ば

を
実
じっ

行
こう

することである。
「わたしについて来

き

たいものは、自
じ

分
ぶん

を捨
す

て、日
ひ

々
び

、自
じ

分
ぶん

の十
じゅう

字
じ

架
か

を背
せ

負
お

って、わたしに従
したが

いなさい。」（ルカ

9・23）わたしの第
だい

一
いち

の禁
きん

欲
よく

は、ドン・ボスコが会
かい

の標
ひょう

語
ご

として残
のこ

したもの、「仕
し

事
ごと

と節
せっ

制
せい

」である。
─	わたしは感

かん

覚
かく

と霊
れい

の、均
きん

衡
こう

の取
と

れた鍛
たん

練
れん

を常
つね

に実
じっ

践
せん

しているだろうか。
─	自

じ

分
ぶん

の奉
ほう

献
けん

と使
し

徒
と

的
てき

使
し

命
めい

に忠
ちゅう

実
じつ

であるために求
もと

め
られる苦

くる

しみと放
ほう

棄
き

とを、愛
あい

をもって受
う

け入
い

れている
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毎
月
の
祈
り

だろうか。
─	共

きょう

同
どう

生
せい

活
かつ

、日
ひ

々
び

の務
つと

め、生
せい

活
かつ

の状
じょう

況
きょう

によって起
お

こっ
てくる不

ふ

都
つ

合
ごう

を、償
つぐな

いの精
せい

神
しん

をもって受
う

け入
い

れている
だろうか。
─	自

じ

分
ぶん

の健
けん

康
こう

に関
かん

して心
しん

配
ぱい

しすぎていないだろうか。
─	病

びょう

気
き

のとき、いらいらしたり、要
よう

求
きゅう

が多
おお

くなったり、
世
せ

話
わ

をしてくれる人
ひと

々
びと

に対
たい

して感
かん

謝
しゃ

の心
こころ

に欠
か

けること
はないだろうか。
─	使

し

徒
と

的
てき

であると同
どう

時
じ

に教
きょう

育
いく

にたずさわるものであ
る自

じ

分
ぶん

の仕
し

事
ごと

を愛
あい

しているだろうか。
─	自

じ

分
ぶん

のすべてを青
せい

少
しょう

年
ねん

の救
すく

いのために用
もち

いている
だろうか。
─	あるいは自

じ

分
ぶん

の利
り

益
えき

を求
もと

め、働
はたら

きが評
ひょう

価
か

されるこ
とを求

もと

めていないだろうか。
─	人

じん

生
せい

・生
せい

活
かつ

において、「わたしは最
さい

後
ご

まで少
しょう

年
ねん

たち
のために自

じ

分
ぶん

を捧
ささ

げると神
かみ

に約
やく

束
そく

した」と言
い

うドン・
ボスコと、同

おな

じ目
もく

標
ひょう

に向
む

かおうと努
ど

力
りょく

しているだろう
か。
─	したがって、惜

お

しみなく自
じ

分
ぶん

を与
あた

え尽
つ

くしているだ
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毎
月
の
祈
り

ろうか。
─	怠

たい

惰
だ

を避
さ

け、また、振
ふ

り返
かえ

りや研
けん

究
きゅう

、自
じ

己
こ

研
けん

鑽
さん

の
努
ど

力
りょく

を免
のが

れるために活
かつ

動
どう

に流
なが

されることを避
さ

けている
だろうか。
─	わたしは使

し

徒
と

的
てき

活
かつ

動
どう

において実
じっ

際
さい

的
てき

だろうか。
─	わたしは時

とき

のしるしに注
ちゅう

意
い

しているだろうか。
─	その時

とき

と場
ば

の緊
きん

急
きゅう

な必
ひつ

要
よう

性
せい

を通
とお

して、神
かみ

がわたし
に呼

よ

びかけられることを確
かく

信
しん

しているだろうか。
─	したがって、率

そっ

先
せん

して取
と

り組
く

む精
せい

神
しん

、勇
ゆう

気
き

、使
し

徒
と

的
てき

創
そう

造
ぞう

性
せい

を持
も

っているだろうか。
─	自

じ

分
ぶん

の使
し

徒
と

的
てき

熱
ねつ

意
い

は、真
しん

の司
し

牧
ぼく

的
てき

知
ち

恵
え

と人
にん

間
げん

的
てき

バ
ランスに触

しょく

発
はつ

されるものだろうか。
─	単

たん

なる変
へん

化
か

のための変
へん

化
か

を、追
お

い求
もと

めていないだ
ろうか。
─	あるいは逆

ぎゃく

に、新
あたら

しいものはすべて拒
きょ

否
ひ

するとい
う悪

あく

弊
へい

に陥
おちい

っていないだろうか。
─	考

かんが

え方
かた

を変
か

えたり、新
あたら

しいものの見
み

方
かた

を認
みと

めたりす
る心

こころ

構
がま

えがあるだろうか。
─	現

げん

実
じつ

的
てき

な問
もん

題
だい

に直
ちょく

面
めん

することを恐
おそ

れていないだろ
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毎
月
の
祈
り

うか。
─	教

きょう

育
いく

の仕
し

事
ごと

、司
し

祭
さい

職
しょく

、使
し

徒
と

職
しょく

のために、常
つね

に新
あたら

し
いことを学

まな

ばなければならないことをわきまえている
だろうか。
─	使

し

徒
と

職
しょく

において喜
よろこ

んで兄
きょう

弟
だい

会
かい

員
いん

とともに働
はたら

いてい
るだろうか。
─	共

きょう

同
どう

体
たい

全
ぜん

体
たい

の仕
し

事
ごと

に参
さん

加
か

していると感
かん

じているだろ
うか。
─	共

きょう

同
どう

の善
ぜん

のために自
じ

分
ぶん

のすべての力
ちから

を注
そそ

いでいる
だろうか。
─	わたしは相

あい

手
て

と対
たい

話
わ

しているだろうか。
─	人

ひと

の話
はなし

に注
ちゅう

意
い

を傾
かたむ

け、共
きょう

感
かん

をもって聞
き

いているだ
ろうか。
─	自

じ

分
ぶん

と異
こと

なるものの見
み

方
かた

を受
う

け入
い

れているだろうか。
─	権

けん

威
い

ある立
たち

場
ば

にあるなら、互
たが

いに尊
そん

重
ちょう

し合
あ

う雰
ふん

囲
い

気
き

、友
ゆう

情
じょう

に基
もと

づいた相
そう

互
ご

理
り

解
かい

、開
ひら

かれた誠
せい

実
じつ

な対
たい

話
わ

のある雰
ふん

囲
い

気
き

を作
つく

り出
だ

すよう配
はい

慮
りょ

しているだろうか。
─	わたしの心

こころ

は、ドン・ボスコがそうであったように、
教
きょう

会
かい

のあらゆる必
ひつ

要
よう

に対
たい

して開
ひら

かれているだろうか。
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毎
月
の
祈
り

─	教
きょう

会
かい

のうちに、魂
たましい

の救
すく

いのために働
はたら

くすべての人
ひと

の交
まじ

わり、また一
いっ

致
ち

の中
ちゅう

心
しん

、インスピレ―ションの源
みなもと

を見
み

ているだろうか。
─	ペトロの後

こう

継
けい

者
しゃ

に対
たい

し、特
とく

別
べつ

な尊
そん

敬
けい

と忠
ちゅう

誠
せい

、そし
て司

し

教
きょう

たちに対
たい

し、誠
せい

実
じつ

な愛
あい

と従
じゅう

順
じゅん

の心
こころ

を抱
いだ

いてい
るだろうか。
─	地

ち

方
ほう

教
きょう

会
かい

とともに働
はたら

いているだろうか。
・友

ゆう

情
じょう

と貞
てい

潔
けつ

─	わたしは開
ひら

かれた誠
せい

意
い

ある態
たい

度
ど

で、友
ゆう

情
じょう

・尊
そん

敬
けい

・
忍
にん

耐
たい

をもって、自
じ

分
ぶん

から進
すす

んで交
まじ

わりを築
きず

き、人
ひと

、特
とく

に青
せい

少
しょう

年
ねん

を受
う

け入
い

れる心
こころ

構
がま

えがあるだろうか。
─	わたしの愛

あい

は、父
ちち

・友
ゆう

人
じん

としての愛
あい

のように、真
しん

摯
し

で、個
こ

人
じん

一
ひと

人
り

ひとりに向
む

けられた愛
あい

だろうか。
─	友

ゆう

情
じょう

を育
はぐく

んでいるだろうか。
─	逸

いつ

脱
だつ

や偏
へん

向
こう

を防
ふせ

ぐ感
かん

情
じょう

のバランスが取
と

れているだ
ろうか。
─	貞

てい

潔
けつ

によってのみ、友
ゆう

情
じょう

は守
まも

られ、ドン・ボスコ
のような真

しん

の霊
れい

的
てき

父
ふ

性
せい

に心
こころ

は開
ひら

かれる。
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毎
月
の
祈
り

・家
か

庭
てい

的
てき

精
せい

神
しん

─	兄
きょう

弟
だい

会
かい

員
いん

と青
せい

少
しょう

年
ねん

とともに、共
きょう

同
どう

体
たい

のうちに真
しん

の
家
か

庭
てい

的
てき

精
せい

神
しん

が造
つく

られるよう、工
く

夫
ふう

や犠
ぎ

牲
せい

をもって十
じゅう

分
ぶん

に貢
こう

献
けん

しているだろうか。
─	すべてのものを分

わ

かち合
あ

うことを容
よう

易
い

で喜
よろこ

びに満
み

ち
たこととするような相

そう

互
ご

の信
しん

頼
らい

と真
しん

の交
まじ

わりの雰
ふん

囲
い

気
き

を作
つく

り出
だ

すために、まず自
じ

分
ぶん

から始
はじ

めているだろうか。
─	わたしが長

ちょう

上
じょう

であるならば、このことが主
しゅ

要
よう

な関
かん

心
しん

事
ごと

の一
ひと

つとなっているだろうか。
・楽

らっ

観
かん

主
しゅ

義
ぎ

と喜
よろこ

び

─	青
せい

少
しょう

年
ねん

のためにわたしを遣
つか

わされた神
かみ

の御
み

摂
せつ

理
り

に、
完
かん

全
ぜん

な信
しん

頼
らい

をもっているだろうか。
─	彼

かれ

らに対
たい

するわたしの姿
し

勢
せい

は、楽
らっ

観
かん

的
てき

なものだろ
うか。
─	青

せい

少
しょう

年
ねん

の力
ちから

の自
し

然
ぜん

的
てき

・超
ちょう

自
し

然
ぜん

的
てき

な源
みなもと

に信
しん

頼
らい

しなが
らも、彼

かれ

らの弱
よわ

さを見
み

過
す

ごさないでいるだろうか。	
─	よいものであれば、特

とく

に少
しょう

年
ねん

たちに喜
よろこ

びを与
あた

える
ものであれこれを用

もち

いるようにしているだろうか。
─	私

わたし

は少
しょう

年
ねん

たちに、喜
よろこ

びのうちに、喜
よろこ

びに満
み

たされ
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毎
月
の
祈
り

て生
い

きる生
い

き方
かた

を証
あか

ししているだろうか。
─	聖

せい

霊
れい

の希
き

望
ぼう

と聖
せい

霊
れい

への従
じゅう

順
じゅん

によって生
う

まれる喜
よろこ

び
に満

み

ちた生
い

き方
かた

を証
あか

ししているだろうか。
・祈

いの

りと生
せい

活
かつ

─	わたしの祈
いの

りは、キリストとの、そして御
おん

父
ちち

との、
　単

たん

純
じゅん

で愛
あい

に満
み

ちた対
たい

話
わ

となっているだろうか。
─	わたしの生

せい

活
かつ

・人
じん

生
せい

の中
なか

におられる聖
せい

霊
れい

に、しば
しば心

こころ

を向
む

けているだろうか。
─	会

かい

則
そく

によって、特
とく

定
てい

の共
きょう

同
どう

の祈
いの

りや個
こ

人
じん

の祈
いの

りが
義
ぎ

務
む

づけられている。
─	外

そと

から強
きょう

制
せい

されるからではなく、内
ない

的
てき

な必
ひつ

要
よう

と確
かく

信
しん

とによって、これらの祈
いの

りを忠
ちゅう

実
じつ

に実
じっ

行
こう

しているだ
ろうか。
─	聖

せい

務
む

日
にっ

課
か

を、心
こころ

を込
こ

めて唱
とな

えているだろうか。平
へい

静
せい

な心
こころ

をもって唱
とな

えているだろうか。
─	司

し

祭
さい

であるなら、共
きょう

同
どう

で唱
とな

えない場
ば

合
あい

も聖
せい

務
む

日
にっ

課
か

を個
こ

人
じん

で唱
とな

えているだろうか。
─	聖

せい

務
む

日
にっ

課
か

を、単
たん

に決
き

まった文
もん

句
く

を繰
く

り返
かえ

すのでは
なく、真

しん

の祈
いの

り、神
かみ

に出
で

会
あ

い、神
かみ

と対
たい

話
わ

する機
き

会
かい

とす
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毎
月
の
祈
り

るよう、努
ど

力
りょく

しているだろうか。
─	聖

せい

体
たい

は、本
ほん

当
とう

にわたしの生
せい

活
かつ

の中
ちゅう

心
しん

となっている
だろうか。
─	自

じ

分
ぶん

の生
せい

活
かつ

全
ぜん

体
たい

をもってミサにあずかり、そして自
じ

分
ぶん

の生
せい

活
かつ

がミサとなるようにしていると言
い

えるだろうか。
─	自

じ

分
ぶん

の役
やく

割
わり

を真
しん

摯
し

に果
は

たし、聖
せい

体
たい

祭
さい

儀
ぎ

がわたしの
共
きょう

同
どう

体
たい

にとって、日
ひ

々
び

、生
い

きた典
てん

礼
れい

となり、真
しん

の祝
いわ

い
となるようにしているだろうか。
─	ゆるしの秘

ひ

跡
せき

に定
てい

期
き

的
てき

にあずかり、ますます神
かみ

と隣
りん

人
じん

への愛
あい

に向
む

かって回
かい

心
しん

するようにしているだろうか。
─	決

けつ

意
い

したことを忠
ちゅう

実
じつ

に守
まも

っているだろうか。
─	心

こころ

を開
ひら

いて話
はな

すことのできる聴
ちょう

罪
ざい

司
し

祭
さい

がいるだろう
か。
─	いつもよりよく自

じ

分
ぶん

を知
し

るように、毎
まい

日
にち

の良
りょう

心
しん

の糾
きゅう

明
めい

に真
しん

剣
けん

に取
と

り組
く

んでいるだろうか。
─	正

ただ

されることを、喜
よろこ

んで受
う

け入
い

れているだろうか。
─	毎

まい

月
つき

、あるいは三
さん

か月
げつ

に―
いち

度
ど

の静
せい

修
しゅう

で、あらゆる
仕
し

事
ごと

の手
て

を休
やす

めて、神
かみ

のみ言
こと

葉
ば

、祈
いの

り、霊
れい

的
てき

生
せい

活
かつ

の
見
み

直
なお

しに、より集
しゅう

中
ちゅう

できるようにしているだろうか。
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毎
月
の
祈
り

─	黙
もく

想
そう

によって、キリストとの一
いっ

致
ち

が深
ふか

められている
だろうか。
─	忠

ちゅう

実
じつ

に黙
もく

想
そう

を行
おこな

っているだろうか。
─	黙

もく

想
そう

は、わたしにとって、キリストと御
おん

父
ちち

との親
した

し
い出

で

会
あ

いの機
き

会
かい

となっているだろうか。
─	自

じ

分
ぶん

の行
おこな

う選
せん

択
たく

の深
ふか

い動
どう

機
き

を発
はっ

見
けん

し、毎
まい

日
にち

の生
せい

活
かつ

を新
あら

たにし、日
にち

常
じょう

の繰
く

り返
かえ

しを乗
の

り越
こ

える機
き

会
かい

となっ
ているだろうか。
─	黙

もく

想
そう

を終
お

えたときに、心
こころ

はより自
じ

由
ゆう

になり、隣
りん

人
じん

に
仕
つか

える気
き

持
も

ちはより強
つよ

くなっているだろうか。
─	霊

れい

的
てき

読
どく

書
しょ

を忠
ちゅう

実
じつ

に行
おこな

っているだろうか。
─	聖

せい

書
しょ

に収
おさ

められている神
かみ

のみ言
こと

葉
ば

に、生
い

き生
い

きと
親
した

しんでいるだろうか。
─	継

けい

続
ぞく

的
てき

に聖
せい

書
しょ

について学
まな

び、新
あたら

しい知
ち

識
しき

を得
え

るよ
うにしているだろうか。
─	神

かみ

のみ言
こと

葉
ば

がわたしの生
せい

活
かつ

において実
み

を結
むす

び、熱
ねつ

意
い

をもってそれを告
つ

げることができるよう、信
しん

仰
こう

をもっ
てみ言

こと

葉
ば

を受
う

け入
い

れているだろうか。
─	わたしは聖

せい

母
ぼ

マリアを本
ほん

当
とう

に愛
あい

しているだろうか。
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毎
月
の
祈
り

─	聖
せい

母
ぼ

への、子
こ

としてのあつい信
しん

心
じん

を培
つちか

っているだろ
うか。
─	教

きょう

会
かい

という文
ぶん

脈
みゃく

の中
なか

で聖
せい

母
ぼ

について考
かんが

えているだろ
うか。
─	キリストの神

しん

秘
ぴ

のうちに聖
せい

母
ぼ

をとらえているだろう
か。
─	奥

おう

義
ぎ

を黙
もく

想
そう

しながらロザリオを唱
とな

えることが、わた
しにとってよりキリストに似

に

た者
もの

となる助
たす

けとなってい
るだろうか。
─	さまざまな共

きょう

同
どう

の祈
いの

り、個
こ

人
じん

の祈
いの

りは、わたしに
とって、生

せい

活
かつ

を祈
いの

り、真
しん

の典
てん

礼
れい

とするために助
たす

けとなっ
ているだろうか。
* 糾
きゅう

明
めい

後
ご

の祈
いの

り
先
せんしょう

唱	 わたしたちのうちに発
はっ

見
けん

した欠
けっ

点
てん

を悔
く

やみ、
	 次

つぎ

の一
いっ

か月
げつ

の間
あいだ

、これをなおすように
	 努

つと

めましょう。
一
いち

同
どう

	 扶
ふ

助
じょ

者
しゃ

聖
せい

マリアがわたしたちの決
けっ

心
しん

を強
つよ

め、
	 効

こう

果
か

あるものとしてくださいますように。
	 アーメン。
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* 静
せい

修
しゅう

をしめくくる祈
いの

り
司
し

祭
さい

	 わたしたちの生
せい

活
かつ

が、
	 目

め

覚
ざ

めた希
き

望
ぼう

のうちに営
いとな

まれ、
	 わたしたちの死

し

が、
	 この世

よ

を貫
つらぬ

いて父
ちち

へと向
む

かった、
	 キリストの死

し

となりますよう
	 ともに祈

いの

りましょう。
一
いち

同
どう

	 父
ちち

なる神
かみ

よ、
	 あなたはわたしたちが、御

おん

子
こ

キリストを
	 喜

よろこ

んで迎
むか

えることができるよう
	 死

し

に打
う

ち勝
か

つ希
き

望
ぼう

を、主
しゅ

キリストによって
	 与

あた

えてくださいました。
	 御

おん

子
こ

が来
こ

られるとき、わたしたちを
	 天

てん

のふるさとに迎
むか

え入
い

れてください。
	 あなたは世

よ

の救
すく

いのために、
	 御

おん

独
ひと

り子
ご

がカルヴァリオのいけにえと
	 なることを望

のぞ

まれました。
	 御

おん

子
こ

は人
ひと

びとからうち捨
す

てられても、
	 復

ふっ

活
かつ

を待
ま

ちつつ、あなたの腕
うで

に身
み

をゆだね、
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	 愛
あい

のうちに、命
いのち

を全
まっと

うされました。
	 わたしたちの死

し

も、
	 このような過

すぎ

越
こし

となりますように。
司祭	 わたしたちが、わたしたちを招

まね

いてくださった
	 キリストの弟

で

子
し

として歩
あゆ

み続
つづ

ける恵
めぐ

みを
	 祈

いの

り求
もと

めましょう。
先唱	 主

しゅ

よ、あなたの後
あと

に従
したが

うよう、
	 あなたは、わたしたちを呼

よ

んでくださいました。
一同	 あなたにつき従

したが

うために、
　　　おのれを捨

す

てる恵
めぐ

みを与
あた

えてください。
先唱	 主

しゅ

よ、あなたは十
じゅう

字
じ

架
か

の苦
くる

しみによって、
　　　世

よ

をあがなってくださいました。
一同	 この世

よ

にとらわれ、
	 自

じ

己
こ

を見
み

失
うしな

うことがないよう、
	 人

ひと

びとの前
まえ

で、あなたを恥
は

じることがありませ
	 んように。
先唱	 聖

せい

霊
れい

に祈
いの

りましょう。
一同	 わたしたちの復

ふっ

活
かつ

の保
ほ

証
しょう

であり、
	 導

みちび

き手
て

である聖
せい

霊
れい

とともにわたしたちが、
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	 愛
あい

と平
へい

和
わ

のうちに、復
ふっ

活
かつ

のいのちを、
	 生

い

きるものとなりますように。
先唱	 わたしたちがよき死

し

を迎
むか

えられるように
	 祈

いの

りましょう。
─	主

しゅ

の祈
いの

り、アヴェ・マリアの祈
いの

り、栄
えい

唱
しょう

	─

祭	 いのちの霊
れい

、
	 復

ふっ

活
かつ

された主
しゅ

の恵
めぐ

みである聖
せい

霊
れい

よ。
	 愛

あい

と真
しん

理
り

のうちに、新
あら

たに前
ぜん

進
しん

できるよう、
	 あなたの恵

めぐ

みでわたしたちを支
ささ

えてください。
	 わたしたちが、一

いっ

致
ち

と平
へい

和
わ

の建
けん

設
せつ

者
しゃ

となり、
	 キリストにならって、世

よ

の救
すく

いのために、
	 いのちを与

あた

えることができるよう
	 わたしたちを教

おし

え導
みちび

いてください。
	 神

かみ

の子
こ

として生
い

き、
	 喜

よろこ

びと希
き

望
ぼう

のうちに、
	 復

ふっ

活
かつ

のあかしとなるために、
	 日

ひ

ごとに、自
じ

己
こ

に死
し

ぬことができるよう、
	 お助

たす

けください。
一同	 アーメン。
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. 各
か く

種
し ゅ

の祈
い の

り

* 神
かみ

を信
しん

じる人
ひと

の祈
いの

り（信
しん

徳
とく

唱
しょう

）
救
すく

いの源
みなもと

である神
かみ

よ、
わたしは、永

えい

遠
えん

の真
しん

理
り

であるあなたが、
主
しゅ

キリストとその教
きょう

会
かい

を通
とお

して
教
おし

えてくださることをすべて信
しん

じます。
* 神

かみ

に希
き

望
ぼう

をおく人
ひと

の祈
いの

り（望
ぼう

徳
とく

唱
しょう

）
恵
めぐ

みの源
みなもと

である神
かみ

よ、
わたしは、あなたがイエス・キリストの救

すく

いの
みわざによって、
約
やく

束
そく

のとおり永
えい

遠
えん

のいのちと必
ひつ

要
よう

な助
たす

けを
お与

あた

えになることを心
こころ

から希
き

望
ぼう

します。
* 神

かみ

を愛
あい

する人
ひと

の祈
いの

り（愛
あい

徳
とく

唱
しょう

）
愛
あい

の源
みなもと

である神
かみ

よ、
わたしは、心

こころ

を尽
つ

くし、力
ちから

を尽
つ

くして、
唯
ゆい

一
いつ

の神
かみ

であるあなたを愛
あい

します。
また、あなたへの愛

あい

によって
隣
りん

人
じん

を自
じ

分
ぶん

のように愛
あい

します。
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* 悔
く

い改
あらた

めの祈
いの

り（痛
つう

悔
かい

の祈
いの

り）
①神

かみ

よ、いつくしみ深
ふか

くわたしを顧
かえり

み、
豊
ゆた

かなあわれみによって
わたしのとがを	ゆるしてください。
悪
あく

に染
そ

まったわたしを洗
あら

い、
罪
ふみ

深
ぶか

い	わたしを清
きよ

めてください。（詩
し
編
へん

51）

②神
かみ

よ、わたしはあなたに罪
つみ

を犯
おか

し、
悪
あく

を行
おこな

い、あなたに背
そむ

きました。
わたしの罪

つみ

を取
と

り去
さ

って、
わたしを洗

あら

い清
きよ

めてください。
救
すく

いの喜
よろこ

びを	わたしに返
かえ

し、
あなたのいぶきを送

おく

って、
喜

よろこ

び仕
つか

える心
こころ

を支
ささ

えてください。
罪
つみ

びとが	あなたのもとに帰
かえ

るように
わたしはあなたの道

みち

を歩
あゆ

みます。（詩
し
編
へん

51）

③父
ちち

よ、わたしはあなたに対
たい

して罪
つみ

を犯
おか

しました。
もう、あなたの子

こ

と呼
よ

ばれる資
し

格
かく

はありません。
罪
つみ

びとのわたしを	あわれんでください。（ルカ15･17-18）
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④神
かみ

の子
こ

、主
しゅ

イエス、
罪
つみ

びとのわたしをあわれんでください。（ルカ18･13）

* 食
しょく

前
ぜん

の祈
いの

り
先
せんしょう

唱	 父
ちち

よ、あなたのいつくしみに感
かん

謝
しゃ

して
	 この食

しょく

事
じ

をいただきます。
一
いち

同
どう

	 ここに用
よう

意
い

されたものを祝
しゅく

福
ふく

し、
	 わたしたちの心

こころ

と体
からだ

を支
ささ

える糧
かて

としてください。
	 わたしたちの主

しゅ

イエス・キリストによって。
	 アーメン。

* 食
しょく

後
ご

の祈
いの

り
先
せんしょう

唱	 父
ちち

よ、感
かん

謝
しゃ

のうちにこの食
しょく

事
じ

を終
お

わります。
一
いち

同
どう

	 あなたのいつくしみを忘
わす

れず、
	 すべての人

ひと

の幸
しあわ

せを祈
いの

りながら。
	 わたしたちの主

しゅ

イエス・キリストによって。
	 アーメン。
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* 司
し

祭
さい

・神
しん

学
がく

生
せい

の（ための）祈
いの

り
世
せ

俗
ぞく

の中
なか

に暮
く

らしながらも
その快

かい

楽
らく

を望
のぞ

むことなく、
すべての家

か

族
ぞく

の一
いち

員
いん

となりながら
そのいずれにも属

ぞく

さず、
すべての苦

くる

しみを分
わ

かち、
密
みっ

接
せつ

に参
さん

与
よ

し、
痛
いた

手
で

を癒
いや

し、
人
ひと

びとの祈
いの

りをささげるために
人
ひと

びとの中
なか

より神
かみ

のもとに行
い

き、
神
かみ

のもとより
希
き

望
ぼう

とゆるしとを人
ひと

びとにもたらし、
火
ひ

のような博
はく

愛
あい

の心
こころ

をもって
青
せい

銅
どう

のような貞
てい

潔
けつ

な心
こころ

をもって、
つねに教

おし

え、つねにゆるし
絶
た

えず慰
なぐさ

め、祝
しゅく

福
ふく

してやまない、
それは何

なん

と、崇
すう

高
こう

な生
しょう

涯
がい

だろう。
キリストの司

し

祭
さい

、
それがほかならぬ、あなたの生

しょう

涯
がい

。
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神
かみ

よ、わたしたち（彼
かれ

ら）を
そのような司

し

祭
さい

にしてください。
　　　
* 死

し

を甘
あま

んじ受
う

ける祈
いの

り
主
しゅ

よ、
わたしの神

かみ

よ、
わたしはただ今

いま

から
主
しゅ

の定
さだ

められるいかなる死
し

をも、
そのもだえ、痛

いた

み、苦
くる

しみとともに、
あらかじめ、ことごとく、
主
しゅ

の御
み

手
て

より
安
やす

らかに甘
あま

んじ受
う

けます。
（旧

きゅう
サレジオ会

かい
祈
き
祷
とう

書
しょ

より）

* 老
ろう

齢
れい

・病
びょう

気
き

の会
かい

員
いん

のための祈
いの

り
この世

よ

の最
さい

上
じょう

のわざは何
なに

。
楽
たの

しい心
こころ

で年
とし

をとり、
働

はたら

きたいけれども休
やす

み、
しゃべりたいけれども黙

だま

り、
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失
しつ

望
ぼう

しそうなときに希
き

望
ぼう

し、
従

じゅう

順
じゅん

に、平
へい

静
せい

に、己
おのれ

の十
じゅう

字
じ

架
か

を担
にな

う。
若
わか

者
もの

が元
げん

気
き

いっぱいで神
かみ

の道
みち

を歩
あゆ

むのを見
み

ても
人
ひと

のために働
はたら

くよりも、
謙
けん

虚
きょ

に人
ひと

の世
せ

話
わ

になり、
弱
よわ

って、もはや人
ひと

のために役
やく

立
た

たずとも、
親
しん

切
せつ

で、柔
にゅう

和
わ

であること	──
老
お

いの重
おも

荷
に

は神
かみ

のたまもの。
古
ふる

びた心
こころ

にこれで最
さい

後
ご

にみがきをかける。
まことの故

こ

郷
きょう

へ行
い

くために	──

己
おのれ

をこの世
よ

につなぐ鎖
くさり

を、
少
すこ

しずつはがしていくのは
まことにつらい仕

し

事
ごと

。
こうして何

なに

もできなくなれば、
それを謙

けん

虚
きょ

に承
しょう

諾
だく

するのだ。
神
かみ

は最
さい

後
ご

に一
いち

番
ばん

よい仕
し

事
ごと

を残
のこ

してくださる。
それは祈

いの

りだ。
手
て

は何
なに

もできない。
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けれども、最
さい

後
ご

まで合
がっ

掌
しょう

できる。
愛
あい

するすべての人
ひと

の上
うえ

に、
神
かみ

の恵
めぐ

みを求
もと

めるために	──
	
すべてをなし終

お

えたら、
臨
りん

終
じゅう

の床
とこ

に神
かみ

の声
こえ

を聞
き

くだろう。
「来

き

なさい、わが友
とも

よ、わたしは
あなたを見

み

捨
す

てない」と。
アーメン。		
（H・ホイヴェルス「人

じん
生
せい

の秋
あき

に」より）
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* サレジオ家
か

族
ぞく

のための祈
いの

り
若
わか

者
もの

の父
ちち

、師
し

である聖
せい

ヨハネ・ボスコよ
あなたは聖

せい

霊
れい

の賜
たま

物
もの

に素
す

直
なお

に従
したが

い
「ちいさな者

もの

、貧
まず

しい者
もの

」への優
ゆう

先
せん

的
てき

な愛
あい

という宝
たから

を
サレジオ家

か

族
ぞく

に残
のこ

してくださいました。

私
わたし

たちの心
こころ

に
良
よ

き牧
ぼく

者
しゃ

キリストと同
おな

じ思
おも

いを培
つちか

い、
日
ひ

々
び

、この小
ちい

さな人
ひと

々
びと

のため
神
かみ

の愛
あい

のしるしと担
にな

い手
て

になれるよう
私

わたし

たちに教
おし

えてください。

いつくしみに満
み

ちた心
こころ

仕
し

事
ごと

における忍
にん

耐
たい

、知
ち

恵
え

ある識
しき

別
べつ

、
教

きょう

会
かい

の教
おし

えをあかしする勇
ゆう

気
き

、
宣
せん

教
きょう

のための開
ひら

かれた心
こころ

を
サレジオ家

か

族
ぞく

一
ひと

人
り

ひとりのために
主
しゅ

に取
と

りなしてください。
主
しゅ

が私
わたし

たちと結
むす

んだ特
とく

別
べつ

な契
けい

約
やく

に
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忠
ちゅう

実
じつ

に応
こた

える恵
めぐ

みが与
あた

えられるよう
私

わたし

たちを助
たす

けてください。
私

わたし

たちが扶
ふ

助
じょ

者
しゃ

聖
せい

マリアに導
みちび

かれ
神
かみ

の愛
あい

に至
いた

る道
みち

を	喜
よろこ

びをもって、
若
わか

者
もの

と共
とも

に歩
あゆ

むことができますように。
アーメン。

* 福
ふく

音
いん

宣
せんきょうしゃ

教者のための祈
いの

り
先
せんしょう

唱	 扶
ふ

助
じょ

者
しゃ

聖
せい

マリアよ、あなたの子
こ

イエスへの信	
	 仰のために福

ふく

音
いん

宣
せん

教
きょう

に出
で

かける兄
きょう

弟
だい

姉
し

妹
まい

を助
たす

	 けてください。
一
いち

同
どう

	 彼
かれ

らが愛
あい

のわざといつくしみの心
こころ

で人
ひと

々
びと

と接
せっ

	
	 し、諸

しょ

民
みん

族
ぞく

と共
とも

に平
へい

和
わ

と正
せい

義
ぎ

に満
み

ちた世
せ

界
かい

を	
	 建

けん

設
せつ

していくことができますように。
	 アーメン。

64



各
種
の
祈
り

* 福
ふく

音
いん

宣
せんきょう

教のための祈
いの

り
先
せんしょう

唱	 海
うみ

の星
ほし

である聖
せい

マリアよ、
	 諸

しょ

民
みん

族
ぞく

がイエスのことばを受
う

け入
い

れられるよう、
	 彼

かれ

らを導
みちび

いてください。
一
いち

同
どう

	 彼
かれ

らがみことばによって慰
なぐさ

められ、
	 「天

てん

におられるわたしたちの父
ちち

よ」と
	 呼

よ

ぶことができますように。
	 アーメン。

* 宣
せんきょうしゃ

教者の召
しょう

命
めい

のための祈
いの

り
先
せんしょう

唱	 「あなたがたは行
い

って、
	 すべての民

たみ

をわたしの弟
で

子
し

にしなさい」
	 （マタイ28･19）と仰

おお

せになった主
しゅ

イエスよ、
一
いち

同
どう

	 あなたの招
まね

きのことばを耳
みみ

にした人
ひと

々
びと

に
	 聖

せい

霊
れい

の息
い

吹
ぶき

を注
そそ

いでください。
	 彼

かれ

らが勇
ゆう

気
き

といつくしみをもってあなたの手
て

足
あし

	 となり、
	 救

すく

いの喜
よろこ

びを伝
つた

える使
し

命
めい

を全
まっと

うする
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	 宣
せん

教
きょう

者
しゃ

となることができますように。
	 アーメン。

ロザリオの祈
いの

り

* 喜
よろこ

びの神
しん

秘
ぴ

【受
じゅ

肉
にく

の神
しん

秘
ぴ

】
　（月

げつ

曜
よう

日
び

、土
ど

曜
よう

日
び

に唱
とな

える）

第
だい

一
いち

の黙
もく

想
そう

　マリア、神
かみ

のお告
つ

げを受
う

ける
マリアは、救

すく

い主
ぬし

の母
はは

となるとの神
かみ

のお告
つ

げを受
う

けて、
「わたしは主

しゅ

のはしためです。おことばどおり、この
身
み

になりますように」とこたえます。
第
だい

二
に

の黙
もく

想
そう

　マリア、エリサベトを訪
ほう

問
もん

する
マリアはエリサベトを訪

ほう

問
もん

し、二
ふた

人
り

は聖
せい

霊
れい

に満
み

たされ
て神

かみ

の不
ふ

思
し

議
ぎ

なわざを賛
さん

美
び

します。
第
だい

三
さん

の黙
もく

想
そう

　マリア、イエスを生
う

む
マリアは、旅

たび

先
さき

のベツレヘムでイエスを生
う

み、布
ぬの

にく
るんで飼

か

い葉
ば

桶
おけ

に寝
ね

かせます。
第
だい

四
よん

の黙
もく

想
そう

　マリア、イエスをささげる
マリアとヨセフは神

しん

殿
でん

に行
い

き、幼
おさな

子
ご

イエスを御
おん

父
ちち

にさ
さげます。
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第
だい

五
ご

の黙
もく

想
そう

　マリア、イエスを見
み

いだす
マリアとヨセフは、見

み

失
うしな

ったイエスを三
みっ

日
か

目
め

に神
しん

殿
でん

で
見
み

いだします。

* 光
ひかり

の神
しん

秘
ぴ

【啓
けい

示
じ

の神
しん

秘
ぴ

】
　（木

もく

曜
よう

日
び

に唱
とな

える）

第
だい

一
いち

の黙
もく

想
そう

　イエス、ヨルダン川
がわ

で洗
せん

礼
れい

を受
う

ける
イエスがヨルダン川

がわ

で洗
せん

礼
れい

を受
う

けられると、聖
せい

霊
れい

がく
だり、「あなたはわたしの愛

あい

する子
こ

」という御
おん

父
ちち

の声
こえ

が聞
き

こえました。
第
だい

二
に

の黙
もく

想
そう

　イエス、カナの婚
こん

礼
れい

で最
さい

初
しょ

のしるしを行
おこな

う
イエスは、母

はは

マリアのとりなしに応
こた

え、カナの婚
こん

礼
れい

で　
水
みず

をぶどう酒
しゅ

に変
か

えて、弟
で

子
し

たちの信
しん

じる心
こころ

を開
ひら

いて　
くださいました。
第
だい

三
さん

の黙
もく

想
そう

　イエス、神
かみ

の国
くに

の到
とう

来
らい

を告
つ

げ、人
ひと

びとを
回
かい

心
しん

に招
まね

く
イエスは、神

かみ

の国
くに

の到
とう

来
らい

を告
つ

げ、人
ひと

びとを回
かい

心
しん

に招
まね

き、神
かみ

のいつくしみを現
あらわ

してくださいました。
67



各
種
の
祈
り

第
だい

四
よん

の黙
もく

想
そう

　イエス、タボル山
さん

で栄
えい

光
こう

の姿
すがた

を現
あらわ

す
イエスは、タボル山

さん

で三
さん

人
にん

の弟
で

子
し

たちに栄
えい

光
こう

の姿
すがた

を
現
あらわ

し、困
こん

難
なん

を乗
の

り越
こ

える希
き

望
ぼう

の光
ひかり

を示
しめ

してくださいま
した。
第
だい

五
ご

の黙
もく

想
そう

　イエス、最
さい

後
ご

の晩
ばん

さんで聖
せい

体
たい

の秘
ひ

跡
せき

を制
せい

定
てい

する
イエスは、最

さい

後
ご

の晩
ばん

さんで、救
すく

いのいけにえ、永
えい

遠
えん

のいのちの糧
かて

として、パンとぶどう酒
しゅ

を用
もち

いて聖
せい

体
たい

の
秘
ひ

跡
せき

を定
さだ

め、人
じん

類
るい

に対
たい

する愛
あい

の記
き

念
ねん

を残
のこ

してください
ました。

* 苦
くる

しみの神
しん

秘
ぴ

【受
じゅ

難
なん

の神
しん

秘
ぴ

】
　（火

か

曜
よう

日
び

、金
きん

曜
よう

日
び

に唱
とな

える）

第
だい

一
いち

の黙
もく

想
そう

　イエス、苦
くる

しみもだえる
ゲッセマネの園

その

でイエスは、苦
くる

しみもだえながらも、　
最
さい

後
ご

まで御
おん

父
ちち

のみ旨
むね

に従
したが

うことを決
けつ

意
い

されます。
第
だい

二
に

の黙
もく

想
そう

　イエス、むち打
う

たれ、ペトロにも裏
うら

切
ぎ

ら
れる。
不
ふ

正
せい

な裁
さい

判
ばん

を受
う

けたイエスはむち打
う

たれ、ペトロに
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も裏
うら

切
ぎ

られます。
第
だい

三
さん

の黙
もく

想
そう

　イエス、いばらの冠
かんむり

をかぶせられる
イエスは死

し

刑
けい

の宣
せん

告
こく

を受
う

け、兵
へい

士
し

たちのなぶり者
もの

に
なり、いばらの冠

かんむり

をかぶせられます。
第
だい

四
よん

の黙
もく

想
そう

　イエス、十
じゅう

字
じ

架
か

を担
にな

う
主
しゅ

イエスは、十
じゅう

字
じ

架
か

を担
にな

い、群
ぐん

衆
しゅう

のあざけりのなか
をゴルゴタの丘

おか

に向
む

かってお進
すす

みになります。
第
だい

五
ご

の黙
もく

想
そう

　イエス、息
いき

をひきとる
十

じゅう

字
じ

架
か

につけられた主
しゅ

イエスは、御
おん

父
ちち

のみ旨
むね

を果
は

た
して、息

いき

をひきとられます。

* 栄
さか

えの神
しん

秘
ぴ

【復
ふっ

活
かつ

の神
しん

秘
ぴ

】
　（水

すい

曜
よう

日
び

と日
にち

曜
よう

日
び

に唱
とな

える）

第
だい

一
いち

の黙
もく

想
そう

　イエス、復
ふっ

活
かつ

する
イエスは死

し

に打
う

ち勝
か

って復
ふっ

活
かつ

し、新
あたら

しいいのちをお与
あた

えになります。
第
だい

二
に

の黙
もく

想
そう

　イエス、天
てん

に上
あ

げられる
復
ふっ

活
かつ

された主
しゅ

イエスは、弟
で

子
し

たちの前
まえ

で天
てん

に上
あ

げら
れ、御

おん

父
ちち

の右
みぎ

の座
ざ

にお着
つ

きになります。
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第
だい

三
さん

の黙
もく

想
そう

　聖
せい

霊
れい

、使
し

徒
と

たちにくだる
主
しゅ

の約
やく

束
そく

のとおり、マリアとともに祈
いの

っていた使
し

徒
と

た
ちのうえに聖

せい

霊
れい

がくだります。
第
だい

四
よん

の黙
もく

想
そう

　マリア、天
てん

の栄
えい

光
こう

に上
あ

げられる
神
かみ

は、御
おん

子
こ

の母
はは

マリアをからだも魂
たましい

も天
てん

の栄
えい

光
こう

に上
あ

げられました。
第
だい

五
ご

の黙
もく

想
そう

　マリア、すべての人
ひと

の母
はは

となる
天
てん

の栄
えい

光
こう

に上
あ

げられたマリアは、キリストの救
すく

いにあ
ずかるすべての人

ひと

の母
はは

となりました。
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ROSARY

*The Five Joyful Mysteries:

1. The Annunciation

2. The Visitation

3. The Nativity

4. The Presentation in the Temple

5. The Finding in the Temple

*The Five Sorrowful Mysteries:

1. The Agony in the Garden

2. The Scourging at the Pillar

3. The Crowning with Thorns

4. The Carrying of the Cross

5. The Crucifixion and Death

*The Five Glorious Mysteries:

1. The Resurrection

2. The Ascension
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3. The Descent of the Holy Spirit

4. The Assumption

5. The Coronation of Mary

*The Five Luminous Mysteries:

1. The Baptism of Christ in the Jordan

2. The Wedding Feast at Cana

3. Jesus' Proclamation of the Coming of 

the Kingdom of God

4. The Transfiguration

5. The Institution of the Eucharist

--- O my Jesus, forgive us our sins, save us 

from the fires of hell; lead all souls to Heaven, 

especially those who have most need of your 

mercy.

72



各
種
の
祈
り

* 十
じゅう

字
じ

架
か

のしるし
父
ちち

と子
こ

と聖
せい

霊
れい

のみ名
な

によって。
アーメン。

* 主
しゅ

の祈
いの

り
天
てん

におられるわたしたちの父
ちち

よ、
み名

な

が聖
せい

とされますように。
み国

くに

が来
き

ますように。
みこころが天

てん

に行
おこな

われるとおり
地
ち

にも行
おこな

われますように。
わたしたちの日

ひ

ごとの糧
かて

を今
きょう

日もお与
あた

えください。
わたしたちの罪

つみ

をおゆるしください。
わたしたちも人

ひと

をゆるします。
わたしたちを誘

ゆう

惑
わく

におちいらせず、
悪
あく

からお救
すく

いください。
アーメン。
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*アヴェ・マリアの祈
いの

り
アヴェ・マリア、恵

めぐ

みに満
み

ちた方
かた

主
しゅ

はあなたとともにおられます。
あなたは女

おんな

のうちで祝
しゅく

福
ふく

され、
ご胎

たい

内
ない

の御
おん

子
こ

イエスも祝
しゅく

福
ふく

されています。
神
かみ

の母
はは

聖
せい

マリア、
わたしたち罪

つみ

びとのために、
今
いま

も、死
し

を迎
むか

える時
とき

も、お祈
いの

りください。
アーメン。

* 栄
えい

唱
しょう

栄
えい

光
こう

は父
ちち

と子
こ

と聖
せい

霊
れい

に。
初
はじ

めのように今
いま

もいつも世
よ

々
よ

に。アーメン。
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* In Nomine Patris

In nomine Patris, et Filii, et Spiritus Sancti.

 Amen.

*Pater noster

Pater noster, qui es in caelis:

sanctificetur nomen tuum:

adveniat regnum tuum:

fiat voluntas tua, 

sicut in caelo, et in terra.

Panem nostrum quotidianum da nobis hodie:

et dimitte nobis debita nostra,

sicut et nos dimittimus debitoribus nostris:

et ne nos inducas in tentationem:

sed libera nos a malo. 

Amen.
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*Ave Maria

Ave Maria, gratia plena, Dominus tecum,

benedicta tu in mulieribus,

et benedictus fructus ventris tui Iesus.

Sancta Maria mater Dei,

ora pro nobis peccatoribus,

nunc et in hora mortis nostrae. 

Amen.

*Gloria Patri

Gloria Patri, et Filio, et Spiritui Sancto,

sicut erat in principio et nunc et semper et in 

saecula saeculorum. 

Amen.

*Sign of the Cross 

In the Name of the Father, and of the Son, 

and of the Holy Spirit, 

Amen.
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*Our Father

Our Father who art in heaven, 

hallowed be Thy name; Thy kingdom come 

Thy will be done on earth as it is in heaven. 

Give us this day our daily bread; 

and forgive us our trespasses 

as we forgive those who trespass against us; 

and lead us not into temptation, 

but deliver us from evil. 

Amen.

*Hail Mary

Hail Mary, full of grace, the Lord is with you;

blessed are you among women,

and blessed is the fruit of your womb, Jesus.

Holy Mary, Mother of God, 

pray for us sinners,

now and at the hour of our death. 

Amen.



*Glory Be

Glory be to the Father, and to the Son, 

and to the Holy Spirit, 

as it was in the beginning, 

is now, and ever shall be,

world without end. 

Amen.




